


心 の 糧

十二使徒評議員会補助

セ オ ドア ・Ｍ ・バー トン

私 は現在のこの世界に最 も必要なものの一つ として・一致を強調 した い と思う
。人類を平和へと導びこうとする場合に，このことは一般社会のみならず

教会内においても重要なことである。

不和，衝突の原因は何であろうか。原因は様々であるが，根本的な原因の一つは

人間自身の自我である。私はこの自我を，自分を他の人と異なった人間であると認

められたいという願望であると定義づけたい。この願望それ自体は悪いものではな

い。実際正 しい方向へ導 くならば，徳となり得 るものである。成功 し幸福な人々は

みな，心の中にある程度の信念や誇りを持 っているに違いない。ただ自我が利己主

義へ と発展する時に私たちは注意 しなければならない。人が自分の尊厳に関して押

しつけがましくなったり，自分自身のことを極端に持 ちだす時，自我は有害なもの

となる。人が会話を独占 しようとしたり，他人の意見を無視する態度を示 したら気

をつけなさい。高慢で他人よりぬきん出よう とす る人は，極めて危険な状態にあ

る。

このような気持は利己主義から，またイエス ・キリス トの真の精神に欠けること

か ら生 じると思われる。

私たちは不和，衝突に満 ちた世に生きているが，世俗的な生き方をする一団に加

わる必要はない。また加わるべきではない。
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５ 日

１月 の こよみ
、

１８３１年 ミズ リー 州 に お いて ， 最

初 の イ ンデ ィ ア ンの た めの 伝 道

部 開設 さ る。

７ 日

１８７６年 メ キ シ コ伝 道 部 へ 初 の 伝

道 宣 教 師 着 任 。

８日

１８０５年 オ ル ソ ンハ イ ド コネ チ

カ ッ ト州 オ ク ス フ ォー ドに生 ま

れ る。

１４日

１８４７年 ブ リガ ム ・ヤ ン グ， モ ル

モ ン大移 動 の啓 示 を 受 け る。

１８日

１８２７年 ジ ョセ ブ ・ス ミス ， エ マ

・ヘ イル と結 婚 す る。

１９日

１８２７年聖 徒 らに ノー ブー 神 殿 建

設 の 命 が与 え られ る。

２２日

１８５４年 タ ヒチ伝 道 本 部 ，デ ビ ド・

０ ・マ ッケ イ に よ り献 堂 さ る、

２７日

１８５２年 モ ル モ ン経 ハ ワ イ語 に翻

訳 さ る。
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ギリスのマンチェスターにおいて，最初

の地区総大会が開催された。今月の表紙

は英国の歴史的な地を撮した もの で あ

る。表紙は最初のバプテスマが行なわれ

たプレス トン市近郊を流れるリブルツの
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大 管 長 会 メ ッ セ ー ジ

罪 人 の

ゆ る し

第一副管長

ハ ロ ル ド ・Ｂ ・ リー

際に罪か らのがれおおせた罪人
実
などいるであろうか。おそらく

皆さん方が考えておられるこのような

罪人 とは，必ず しも正直に働かず，あ

るいは不当な手段で金をもうけている

にもかかわらず，ぜいたくかつ安楽に

暮 らしている独立心旺盛な人のことで

あろう。 このようは人は，教会役員と

して教会の責任にともなう困難な問題

にあれこれと心を悩ますよりも，また

安息 日を聖 く過ごすよりも，む しろ日

曜 日をゴルフに興 じたり，野球の試合

や，競馬に行 ったりして過ごすのであ

る。すなわち，彼は什分の一あるいは

教会の建築資金 ・福祉資金に払うこと

のできる金の一部を使って，興味ある

所へと長い時間をかけて遊びに行 くの

である。彼には自分を犠牲にしてまで

も教会の責任を果たす時間はないので

ある。また物欲に固執 している世俗的

な仲間と交わっているために，飲酒や

かけごとに対 しｔ何のためらいも感 じ

ないのである。教会を離れている仲間

から不道徳なことを見のが してもらっ

たとして も，福音の標準に照らし合わ

せるならばそれは敢然と非難 されるで

あろう。

同様に，そのような人の家に住んで

いる女性，すなわち彼が自分の妻 と呼

んでいる女性は， 「生めよ，ふえよ，

地に満 ちよ」（創世 １：２８）という第一

の戒めを全 く無視 しているということ

をあなたがたは知るであろう。彼女は

子供たちにわず らわされる こ と が な

い。子供たちは仕事の邪魔になり， 自

分の社会的な活動を妨げる も の で あ

る。彼女は自分自身は教会にとどまる

ことができない者であって，つまると

ころ宗教や教会といったものは貧しい

人々や，純粋 な人々のものであると自

分に言い聞かせて，良心を慰めている

のである。夫の財産を自由に使うこと

により，妻は家庭の主婦としての責任

をのがれることができる。それで，彼

女は日々の生活がたいくつな ものにな

らないようにするために，ド教会の教え

に反するということを全 く，あるいは

ほとんど無視 して，酒やたばこにふけ

るブリッジパーティーに興 じるのであ

る。彼女は流行の先端をい く最 も高価

な衣装を身にまとうことができる。ま

た，子供たちのことに関 してあれこれ

心配することもなく，一家をあずかる

主婦 として隠 しおおせないような生活

のしみをつけることもないのである。

あなたがたは，主の戒めにさか らつ

ている罪人たちが うわべだけ成功 して

いる光景を見る時，人生全体あるいは

目的に対する正 しい見方が欠けている

ために，先に述べたような生活の方が

良いものであると考えるか も知 れ な

い。あなたがたは以上のような生活と

比較 してみて，教会に活発な生活をす

ることが容易なことではないと考える

かも知れない。教会で活発であるには

絶えず制約と束縛につきまとわれ，時

間と能力 と金銭とを要求される奉仕 と

犠牲を払い，自己を信 じる標準以下の

行動をする時心に不安を感じると考え

るかも知れない，あなたがたは宗教以

外の事柄に力を注げば大きな報いがも

たらされると考え，宗教は何も良いこ

とをする力のない人々のために残 して

おくべきであると考えているかも知れ

ない。 しか し，あなたが人生の進路に

関 して最終的な決定を くだす前に，私

はあなたがたが高い次元に立って物事

の真理を理解するよう望んでいる。

肥沃な土壌 に植 えられた親木がなけ

れば，また雑草が抜 き取 られ，耕作 さ

れ，灌概が行なわれなければ，美 しく

甘美な果物は実 らない。これと同様に

徳，純潔，正直，節制，高潔，貞節 と

いう甘美な実は福音が真理であるとい

うゆるぎない証を持ち，主イエス ・キ

リス トの生涯と使命に対する確固たる

証に基づいた生活を していない者の中

には育たないのである。真 に義なる者

となるために，私 たちは日々罪を悔い

改めて，自分の性格の悪の芽を日々つ

み取る必要がある。

人の欲求を満足させるた．めに，悪や

誤ちをおおい隠 して着飾 らせる計画を

企てた者はだれか。地球が創造される

以前天上で戦いが起こった時，霊界に

おいて神の息子であったル シ フ ェル

は，死すべき肉体を持つ人間に努力や

選びにかかわ りなく救うという条件で

神の栄光と誉れを自分の身にうけるよ

うに要求 し，その計画を神のみ前に示

した。一方救い主エホバの計画は地上

でどのように生活するかを自分で決定

する選択権を与え，すべては天父なる

神の栄光と誉れに帰するという計画で

あった。そして，エホバの計画が受け

入れ られ，サタンの計画は退けられた

のである。

ここで，神が本当に子供たちを愛 し

ておられるならば，なぜ神はサタンが

人を誘惑 し，誘惑によって人が死すべ

きこの世にあって最 もすば らしい経験

１



を得 る機会を失いかけたり，また神の

み前で永遠の生命を享受する特権を危

うくするのを許 しておられるのであろ

うか。 という疑問があなたがたにある

ことだろう。偉大な予言者であり教師

であるリーハイによってその答えが与

え１られている。

「それであるから，主なる神は随意

に行なう自由を入間に許 したもうた。

しかし人間はもしあれ （悪）に誘われ

これ （善）に誘われなければ，随意に

選び行なうことはで きないのである。」

（皿ニーファ・イ、２：１６）

しば．らくこのことについて考えてみ

たい。善に対立するものがなければ，

自由意志や選択する権利を用いる機会

があるだろうか。 この特権を否定する

ことは人が知識を得，経験 し，力を得

て成長するという機会を否定すること

であろう。神は，人が罪を恐れ，真理

と義務の道を歩むように，刑罰を伴 う

律法を与えられた。 （アルマ４２：２０参

照）

善と悪を選ぶ権利があるために，主

は道に迷った入々がたち帰ることがで

きるようその方法を備えられたのであ

る。

悔い改めと呼ばれるこの大切な清め

の過程についてお話する前に，私は単

純ではあるが重要な ２つの真理につい

て申し上げたい。その １つは，もしあ

なたが全力をあげて主の戒めを守るよ

う努力するならば，いかなる狡猜なた

くらみをもつて して もサタンはあなた

をくつがえす ことはできないというこ

とである。そして２番目は， このよう

な戒めを １つで も破 つたらあなたはサ

タンの領地に足を １歩踏み入れたこと

になるということである。

さて，私たちが主の犠牲による腰い

を通じて神の許 しを受けるに値する者

となるために，また来世において永遠

の生命 という特権を享受するために，

踏まなければならない悔い改めの段階

２

とは何であろうか。

罪に陥る者があり，すべての人に悔

い改めが必要であると予見 しておられ

る全能の御父は，悔い改めに関して明

確な方法を定めた救いの計画を備えて

おられた。

まず第一に罪ある者は告白しなけれ

ばならない。 「人罪を悔い改めしや否

やは，見よ，彼は自らこれを告白しそ

の罪を捨つべければ，その悔い改めた

ることはこれによりて知 るを得べ し。」

（教義 と聖約５８：４３） この告白は最初

に自分の行いによって最 も害を受けた

人に対 して行なわれなけれ ば な らな

い。真の告白はただ単に，すでに証拠

が明らかになった罪を認めるだけのも

のではない。・もしあなたが公然と大勢

の人々に対 して罪を犯 したとした ら，

あなたはその人々の前で率直に自分の

恥 と謙遜さと犯 した罪に相当する叱責

を自ら進んで受ける意志があることを

示 し，謝罪すべきである。もしあなた

の行いが隠れたものであり，あなた以

外にだれ も害を受ける人がいなかった

としたら，秘かにその罪を告白すべき

である。そうすれば，隠れた ことを聞

いておられる天父は報いて くださるで

あろう。 （マタイ６：４参照）教会員

としてめ資格，教会で特権や責任を受

ける権利に影響を及ぼすような行ない

はすみやかに，主の羊の群れを守 る羊

飼いとして主が任命され，また主がイ

スラエルの判事 として委任された監督

に告白すべきである。 （教義と聖約５８

：１７参照）

罪ある人がバプテスマを受 け て い

ず，また福音を理解 して備えをな して

いるならば，その人は同 じように教会

の権威ある長老の手によって，罪のゆ

るしを得させるバプテスマを．受けるこ

とができる。（ルカ３：３参照） 告白

に続いて罪ある者は，悪を退け善き行

ないをすることによって悔い改めの実

を結んだことを示さなけれ ば な らな

い。（ル カ３：８参照） 人は自分が取

り去ったものを取 りもどすために力の

限りをつ くして相当な償いをするか，

あるいは自分が与えた損害を償わなけ

ればならない。自己の罪を悔い改め，

その罪から離れ， ２度 とそのような罪

を犯すまいと決心 した者は，許されな

い罪を犯 さない限り，罪の許 しを受け

るという約束を得 る権利がある。 この

ことに関 して予言者イザヤは次のよう

に述べている。 「……たとえあなたが

たの罪は緋のようであ つても，雪のよ

うに白くなるのだ。紅のように赤 くて

も，羊の毛のようになるのだ。」（イザ

ヤ １：１８）

しかし， この聖句のもつ真の意味を

とり違えないでいただきたい。人は不

浄 と罪の泥沼につか り，神の目から見

て不法な生活を送 り，その後悔い改め

るならば自分の罪の結果か らのがれら

れ，常に義と徳に満ちた生活を送 った

時に到達できる水準まで自らを高めら

れるなどと考えてはならない。主はあ

なたが主に対 して，あるいは主のみ業

に対 して犯 した罪を許すにあたって愛

にみちたあわれみと思いや りの手をひ

ろげておられる。 しか し，主は，永遠

の目的に向かって進歩するその速度を

遅 らせるというあなたが自分自身に対

して犯 した罪の結果を決 して取 り去る

ことはできないのである。

罪か らのがれおおせる罪人はだれひ

とりとしていない。いつの 日 か人 は

皆，神のみ前に立ち，骨肉の体を有 し

ていた間に行なった行いに応じて裁き

を受けなければならない。（黙 示 ２０：

１２参照）あなたがたは今，どのような

ことをお考えだろうか。罪人の重荷は

聖徒のそれより軽いだろうか。

願わくば，皆さん方が人生で最 もよ

きものを探 し求められる時に，絶えず

主の導きと祝福があるように，主イエ

ス ・キリス トのみ名により祈り奉 る。

アーメン。



宣教師 の役

目 を果 た す

日曜学校

十 二使 徒評議 会会員

ゴ ー ドン ・Ｂ・ヒ ン ク レー

会のあらゆる補助組織のうちで
教
日曜学校は特異な存在である。

日曜学校は教会の全会員に対 して責任

を負 っている。そして， 日曜学校で教

える教課は福音のすべてを網羅 してい

る。 日曜学校は教会にある他のどの組

織よりも多 くの会員が登録され，また

出席者 も多い。 日曜学校は １日のうち

で最 もすばらしい時間， １週間のうち

で最 もすばらしい日に，計 り知れない

程ためになることを行なっている。 し

か し，日曜学校で行なうべきことはこ

れだけにとどまらない。教会が強めら

れなければならないとすれば，日曜学

校が強められなければならない。また

教会員が福音に対する知識を増さなけ

ればならないとすれば，また，人々が

霊的に高められるようにするためには

日曜学校がそのようにならなければな

らない。そうすれば， 日曜学校はさら

に大きな成果をあげるにちがいない。

日曜学校は地上にすむ何億という人々

に永遠に続 く幸福な生活をもたらすと

いう機会をひめたすばらしい組織であ

る。日曜学校は何 とすばらしい機会を

もち，何 と大きなチャレンジを課せ ら

れていることだろうか。

ある日， １人の男の人が宣教師用の

パンフレットを取 りに事務所にはいっ

てきた。その時彼は手に兵役に従事 し

ている息子から来た手紙を持 って い

た。その息子は次のように書 い て い

た。 「私に友だちができました。’そこ

で，私は彼を私たちのわずか ３， ４人

ノ

』



宣教師の役目を果たす

日曜学校

しかいない小 さな 日曜学校 に連れて行

きま した。他 の人 々 も福音 について あ

ま り知 りませ ん し，私 も知 りませ ん。

教会について知 って吟 筍で とといえば

ただ 日曜 学校 で学 旗だ ごとだけです。

私 に何か資料 を送 っていただけないで

しょうか 。」

先道 の ような ことはたぶん，；私 たちの

多 くにとって も言 え ることであ ろう。

ほとん どの人 にとって教会について知

って いることと言 えば，それは 日曜学

校で学んだ事柄で あろう。私 た ちは，

人 の心や精神が非常 に多 くの影響下 に

置か れて いる時代 に住んで いる。 １年

前 アメ リカ合衆国大統領， リチャー ド

・Ｍ ・ニクソ ンは次 のように述べた。

「普通 の高校生 は卒業す るまで に，学

校で １１，０００時 間を費や し， １５，０００時間

をテ レビを見 ることに費や して いる。」

私 は これに，高校生 は 日曜学校 の レッ

ス ンを受 け るのに ５００時間近 くを費 や

してい ると付 け加 えたい。

この ようなチ ャレンジを与 え られて

い る教会の 日曜学校 の役員 および教師

は， 日曜学校 を もっとよい ものに しよ

うという気持 ちをいだかなければな ら

ない。私 は机 のガ ラスの下 に 「人 の力

の届 く範 囲は その理解 力の及 ぶ範 囲を

越 える」 というブラウニング１の名言

を入 れて いる。私 た ちはみな，教 会員

で あ りなが ら出席 しな い人 々や，教 会

にはいる ことがで きる人で来ない人々

に対 して，手 を差 し伸べ ることがで き

るよ う自身 の手を もう少 し伸ばすべ き

である。

私 は数年前，地方 の教会で開かれ た

ステーキ部大 会の ことを今 もよ く覚 え

てい る。私 はその大会 の席 で ここ１８カ

月の間に新 しく教 会に加わった人 々に

挙手を求めた。手 をあげた人 々の中 に

りっぱな若い男性 とその夫人 と３人 の

子供た ちがいた。私 はその人 に こう言

った。 「ぶ しつけに この ような ことを

お願い して 申 しわけあ りませんが， こ

こに来ていただいて，あなたが どのよ

うに して教会 にはい られたか，また こ

４

の ことは あなたに とって どのよ うな意

味が あったかを１０分間程話 していただ

けた らと思います 。」

その人は前 に出て来 て次 のよ うに語

った。 「私 は この砂漠 に建 て られた大

きな工場で技師 として働 くためにや つ

て来 ま した。私 た ちは ここにや つて来

た時，教会 に入 ろうと決心 しま した。

というのは，私 の妻 は以前， あ るモ

ル モンの人 と一緒 に働 いた こ と が あ

り， その人 に心を打たれた か ら で し

た。私た ちは手始 めにこの教会 に行 つ

てみ る ことに決 めま した。そ ういうわ

けで私 たちはある日曜 日の朝おずおず

とこの建物 のと ころに来て， ホール の

すみにある ドアの後 ろを通 つて中 に入

りま した。私 たちが中 にはいると， あ

る人 が手 を差 し伸べ て こう言 い ま し

た。 「お早 よ うございます。私 は○○

兄弟です。』．それで， 私 は これ に答 え

て， ｒ私 の名前 は○○です」 と言 いま

した。す ると，その人 は言 いま した。

「私 は以 前， あなたにお目にかか つた

ことはあ りませんが， ここに移 つて来

られたばか りですか。』「はい。」「ど こ

の ワー ド部か らおいでにな ったのです

か 。』 私 は とま どっていま した。す る

とこの人は私 た ちが教 会員ではない こ

とがや っとわか った ら しく， こう言 い

ま した。 『中 に入 っておす わ り下 さ

い。 そ して あなたがたのそばにすわ ら

せ て下 さい。 これか ら行なわれ ること

を説明 しま しょう。』 こう言 って，この

人 は私 たち と一緒 にすわ りま した。分

級 の時 間になる と， この人は私の子供

たちを子供 のク ラスに連れて行 き，子

供 たちを教師 に紹介 しま した。そ して

この人 は私 たち ２人 を福音 の教義 のク

ラスへ連 れて行 って くれま した。私た

ちは人 目につかない後方 の席 にす わ り

ま した。

日曜学校 が終 わ ると， この人 は こう

言 いま した。 「今 晩， もう １つ集会が

あ ります。妻 と私 はあなたの家 に寄 り

ご家族 とご一緒 しま しょう。』 私 は言

いま した。 『いいえ，私 た ちは家 の車

、

で行 きますので。』 それで，私 たちは

や って来ま した。 す ると， その人 と奥

さんは教会にいて私 たちを迎 えて下 さ

い ま した。私 た ちは くつ ろいだ気持 ち

にな りま した。私 た ちは 自分たちが何

かを発見 した ことに気 づ きま した。 そ

して，数週間後に私 た ちはバプテスマ

を受 けま した。」

壇上 に立 ってい るその人 は 目に涙 を

浮かべ，やがてそれがほおをつた って

落 ち始めた。そ して，彼 は こう言 った 。

「１ヵ月前
，私た ちは ソル トレー ク市

へ行 き，神殿へ入 りま した。私 はみな

さんが たに， このことが私た ちと私 た

ちの家族 に とって どんな意味があ った

か を とうて い口に出 して言 うことはで

きませ ん。」

その人 の息子 は今伝道 に出てい る。

その息子 とは， 日曜学校で 教 会 を 知

り， 日曜 日の午後 に開かれた ステーキ

部大 会に出席 していたあの小 さな男の

子 であ る。

もし私 が 日曜学校 の役員で あったな

らば，私 は 日曜学校 の中 に敬慶 のみた

まが感 じられ るよ うに， レッスンが活

気 のあ るものであ り，音楽が精神 を高

め させ るように， また 日曜 日の朝，や

って来たすべての人 々が気持 ちを新 た

に して去 ってい き，来週 もまた出席 し

た いとい う気持 ちを持 って この １週間

を過 ごせ るようにす るために努力す る

で あろう。私 は 日曜学校 の役 員，教師

たちの心 に宣教師の精神を培 い， 日曜

学校 の恩恵 に浴 して いない人 々すなわ

ち全体 の５０パーセン トを しめてい る不

活発 な人 々， またひ とりだけ群れか ら

離 れて いる人 に手を差 し伸べ，活 発化

しよ うとい う望みを植えつけたい と思

う。私 は教師が， このような人々を担

当 してい るホーム ・テ ィーチ ャーの名

前 を ワー ド部幹部書記 に尋ね るよう要

請 す る。私 はまた， このような ホーム

・ティーチ ャーがその人 のために特別

な努力を払 うよ う依頼す る。 も しホー

ム ・ティー チャーが必要 とされて いる

ことを完全に行 な うことがで きなけれ



ば，私 は彼 らを援助 しようとす るであ

ろう。 日曜学校の恩恵 に浴 していない

人 と話をす る時，私 はそのよ うな人 々

に教会 に出席す るように願い求め るつ

もりはない。私 はむ しろそのよ うな人

々にどの ような チャレンジを与 えた ら

よいかを知 ることがで きるよ うに知恵

を求めて祈 る。人々は単 に教 会に出席

して下 さい とい う口先 だけの願 いには

応 じない ものであ るが， チ ャレンジに

は応 じるものであ る。 そ こで，私 はク

ラスの生徒 を，まだ教会 を知 らない人

を 日曜学校 に連 れて くる宣教師 のよ う

に したい と思 う。

私 は １年前南 アメ リカのある支部で

開かれた証 会で， ある婦人 の話 を聞い

て非常 に感 動 した。 その婦人 はその時

より ３ヵ月前 に教会 に加 わった人で あ

る。彼女 は非常 に熱心 だった。 その婦

人 はタルソのサウ ロと同 じような経験

を した人 のよ うに，熱意 あふ るる態度

で話 した。 その婦人 はある ことを した

い と望 んでお り， これを行 な っ て い

たｑ私 は証 会のあ と，伝道部長 と彼女

の ことについて話 した。す ると，伝道

部 長は こう言 った。 「３ヵ月前 に教会

に加わ って以来， あの姉妹 は宣教師 に

３００人の求道 者を紹介 しま した。 そ し

てその うち６７人 の人 が教会 に入 りま し

た。 あの姉妹 は求道者 たちが 日曜学校

や聖餐会 やＭ ＩＡに来 るとその人た ち

を案 内 し， もて な しま した。」

もし私が 日曜学校 の教師だ った ら，

私 は この大 いなるみ業を行な うに あた

り，主 のみ たまと導 きと助けがあ るよ

うにひざまず いて主 に祈 るで あろう。

そ して，私 は生徒た ちが クラスにや っ

て来 た時， もう一度出席 したい と思 う

ように教 え方を研究 し，私 が行な うレ

ッス ンにみ たまが あるように祈 るであ

ろ う。私 は 「汝須 らく謙 藻なれ， さら

ば主 なる汝 の神 は手を取 りて汝を導 き

汝 の祈 りに応え ん」（教義 と聖約１１２：

１０） という偉大 な聖句を決 して忘 れな

い。 また，私が今話 してい るこのζ と

に関す る もう １つの大いな る戒 め と約

東 であ る 「汝 ら熱心 に教 えよ， さらば

わが恩恵 は汝 らに伴 い……」 （教義 と

聖約８８：７８） とい う聖 句 も決 して忘 れ

まい。

教 会の伝道部 には １，９００以上 の支部

があ る。 おそ ら く， ２， ３の例外 を除

いて， どの支部 も日曜 学校 か ら始 ま っ

た と私 は考え る。 この ように非常 に小

さな集 会か ら強 い支部 へ と成長 し，大

きな地方 部，大 き く豊 か な 伝 道 部，

そ して繁栄 す るシオ ンのステーキ部 と

成長 して きてい る。小 さな支部 の日曜

学校 は教 会に とって，後 に開花 し熟 し

た果 実をつけ るつぼみ のよ うな もので

あ る。福音 を熱心 に求 めて いる求道者

を連 れて くるには 日曜学校 は教会 の中

で も最 も適 して いる集会で ある。 あな

たが宣教師 のよ うな仕事を始め る時，

その結果 を予告す る ことので きる人は

いない。

チ ャールズ ・Ａ ・カ リス長老２は 次

のよ うに語 って いる。 「私 は合衆国南

部伝道部 を管理 して いた時， ２年間の

伝道期間 を務 め終 えて帰郷を 目前に し

たあ る宣教師が最後の報告をす るため

に伝道本部 に来 たので尋 ね ま した。

「あなたは何 をな しとげ ま したか。」

す る と彼 は， 「カ リス伝道部長，私 は

何一つ成功 しませんで した。私 はただ

自分 め時間 と父の財産 とを浪費 し，家

に帰 ろうと してい るのです 。』 私 は言

いま した。 「あなたは １人 もパプテス

マを 施 さなか ったのですか 。」 す ると

この宣教師は， 「いいえ， １人だけバ

プテスマを施 しま した。私 は，私 た ち

が小 さな 日曜学校を開いていた奥地 で

１人の男の人にバプテスマを施 しま し

た。 しか しその人は くつ さえはいてい

ない ような人で した。」」

カ リス伝道部長は言 いま した。 「私

は この宣教師が どうい う意 味 で失敗 し

た と思 ってい るのかについて興味 があ

りま した。 この地方部 へ行 った時，私

は例の人について調 べま した。 その人

は くつをはき， ワ・イシャツを着， ネク

タイを しめていま した。 この人は小 さ

な支部 の日曜学校の書 記だ っ た の で

す。 この人は次に支部 日曜 学校 の管理

会長 にな り，執 事に按 手聖任 され，次

に教師，そ して祭 司，そ してついに長

老 に按手聖任 され ま した。 それか らそ

の人 は支部長 にな りま した。 その人 は

以前父親 と共 に住 んでいた小作地 を去

り，少 しばか り土地 を買 って， これを

実 り多い土地 に しま した。 そ して彼 は

地 方部長 にな りま した。彼 は自分 の農

場 を売 って， アイダホに移 りま した。

ここで， この人 はスネーク ・リバー谷

で りっぱな農場 を作 り ま し た。 そ し

て，彼 の息子 たちは成長 して伝道 に出

ま した。今 は彼 の孫 たちも伝道 に出て

います。

さ らに， カ リス伝道部長 はこうつ け

加 えま した。 「先週，私は教会 の情 況

を知 るためにアイ ダホへ行 きま した。

そ こで私 は， あの失望 の念を抱 いて帰

郷 した宣教師が １人の人にバプ テス マ

を施 した結果 １，１００人以上 の人 々が教

会 に加 わって いるのを知 りま した。」

主 ははっき りこのように言 ってお ら

れる。 「この故 に善を為すに うむ こと

はなかれ。 これ汝 ら今偉大な る一事 業

の基礎を置 きつつ あればな り。 それ，

小 なる事 より偉大な る事起 る。見 よ，

主 は真心 と喜 びて事に従 う精神 とを求

む ……。」（教義 と聖約６４：３３－３４）

このように， この大いな る組織 は，

悲 しみ，不幸，失 意の道 を歩 んでい る

人々をそ こか ら連 れ出 し，現在救 いの

教義を知 らない人 々に永遠 の恵 みを も

た らす よう教 会へ連 れ来 た るための力

ある手だて とな るとい うチ ャレンジを

受 けてい る。

注 １１．ロバー ト ・ブ ラウ ニ ング ：ユ８１２－

１８８９ 英 国詩 人

２．チ ャー ル ズ ・Ａ ・カ リス ：１８６５－

１９４７ 前 十 二 使 徒 評 議 員 会 会 員

この記事は１９７１年 ４月にソル トレーク市

の日曜学校大会で話 されたものをまとめた

ものである。
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世 紀 も終 りに近 い頃，イキ リス１９

の小 さな村て，子供の頃か ら友

た ち として育 った ２人 の少年か成長 し

て それぞれ 自分 の職業 に就 くた めに別

れをつげた。演劇か好 きた った トマス

・タウ ノス レイは，劇団 に加わ った。

ロハ ー ト・ウエス トフ ィール トは勉 強

して牧師 にな るために Ｐノ トノへ行 っ

た。

長 い歳月 か過 きて，今 や，広 い ロノ

トノ教 区の牧 師 とな ったウエス トフ ィ

ール ト師は ロノ トノ劇場 て上演 され る

演劇 についての記 事を読 んた。彼 は こ

の演劇の監督か 自分の少年 時代の友 た

ち， トマスと知 って大喜ひだ った。土

曜 日の夜 の部を見 に行 った時，牧師は

満席 の観衆か演劇 に見入 ってい るのに
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深 く感動 した。演 劇の幕 か降 りると，

観衆 は拍手 して ５回 ものア ノコールを

望 んた。 ステー ノの後 ろて， ロハ ー ト

は旧友 の成功 を祝 い，翌 日， 自分の教

会 に来 るように招待 した。 ロハ ー トは

今 まて教区民 を感動 させ たことの ある

自分 の説教 よ りもロハ ー トの演劇の方

かはるかに人 々を感動 させ たことを認

めた。

翌 日教 区の教会堂て，何 も感ず ると

ころのない話 か終 わった後， トマスは

ロハー トに昨夜 の劇 と今朝 の説教 との

違 いについて，次 のよ うに指摘 した。

「劇 場て
，私 た ちは架空 の事柄 を本 当

の ことの ように演 してい る。 あなたの

説 教ては，本当の ことを架空 の ことの

ように話 してい る。」

璽㎞菩 鈴 否 ¢ 講 血ｏ竈㊥ ㈱ 翻購 ・㌦ 讐 ㌔ 鋤 禦 淋 、盛 夢。ド をら 吋 ～ ・

ヘ シ

臥 臨 塞

教師 として私たちか直面 している最

も大きなチャレノノの １つは，福音か

真実てあることを生徒に本当に真実な

ものとして示す ことてある。私たちか

このチャレノノをりっぱに果たした時

は しめて，私たちの行なったレノスノ

は生徒たちの生后の中ていかされるの

てある。

小さな子供たちは信しやす く，また

純粋てあるために，福音か真実てある

ことは目に見えないかそれを真理 とし

て受け取 りやすい。両親からイエスか

天におられ，あなたを見守って下 さっ

ていると教えられた ３才 になる女の子

かひとりて遊んていた。母親か聞いて

いるとも知 らすに，その小さな女の子

は上を見てささやきかけた。 「こんに
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ちは，イエス様。」 この子にとって主

は抽象的な存在てはな く，話をするこ

とかてきる伸良 しの友たちな の て あ

る。もし私たちか福音か真実てあると

いう生徒の信仰を維持させることかて

きなけれは，目に見えないことを確か

な事実てあると信 していた貴重な子供

の頃の確信を失なわせてい くかもしれ

ない。

最近，ある学生 ワー ト部の監督か不

盾発な大学院生を訪ねた。この学生 と

話 してみると，監督はこの学生か少年

の頃，教会て非常に盾発たったことか

わかった。現在の不盾発は理由を問う

監督の質問に対 して，その学生はこう

答えた。 「監督さん，大学にはいった

時，私は大発見を しました。私は，結

響 鶴
瀞㌦魯町

局 イエスか私に光となるように（「子

供の歌」Ｂ－６７参照）とは望んていら

っしゃらないことを知ったの て す。」

この学生か子供の頃習った歌に対 して

このように言 っていることから，この

字生のイエスに対する証，また救い主

か自分を愛 して下 さっているという理

解か子供日曜学校て字んたころ以来，

成長 していないということか明らかて

ある。この学生か十代の頃献身的な教

師によって，このささやかな歌か教え

ている概念を信 した幼ない日の信仰を

正 しく伸はされていたら，キ リス トの

愛に対する認識はとのようにちかって

いたたろうか。この学生とあまり変わ

らない年令のある青年か主に対する信

仰を持ち，福音の誓約をまもり 優れた

欝１ 畑

轟 藩
韓

蕪

難
嫉麟
礁

模 範を示 してい るとして もそれは想像

を絶 す るよ うな ことてはない。 イス ラ

エルの 怠子 ， ヨセ ブかポテパルの家て

しもへ と して仕 えていた時 彼 は主人

の妻の邪悪なた くらみに断固 として逆

らった。主 人の妻 に対す るヨセ ブの勇

敢 な答 えは，主 かイス ラエル人 に与 え

られた約束 か ヨセブにとっていかに真

実 なことて あるかを示 してい る。 ヨセ

フはこう言 ったのて ある。 「とう して

わ た しはこの大 きな悪をお こな って，

神 に罪を犯す ことかて きま し ょ う。」

（創世３９ ９参照） ヨセ ブは誓約 か真

実て あると非常 に強 く感 していたのて

これを破 ろうとは思わなか ったのてあ

る。

生徒 たちは福音 の教 えか真実て ある

灘灘 舞難叢

灘羅



と感 じ始めると，自分が福音に対 して

約束をしたということか ら大きな力を

得るようになる。私たちが自分の生徒

に真実な ことを真実として示すために

はどのような方法があるだろうか。

開拓者が受けたきび しい苦難は，非

常に多 くの幸福と安楽を祝福されてい

る今日の若者にとっては，時に理解 し

がたい教会歴史の一面である。ある教

師は，開拓者たちの旅 の苦 しみを生徒

たちに実際に感 じ取らせるために次の

ような方法を用いた。あるはだ寒い朝

この教師は２， ３分取って開拓者たち

の苦労とひどい苦難について簡単に話

した。また，この教師は，１８４７年から

１８６９年の間に平原で ６，０００人以上 もの

人々の悲 しくもあわただ しい葬式が執

り行なわれたことを話 した。それから

生徒は一言 も口をきかないという約束

でオーバーを着ずに外へ出て行 き，人

の来ない所に前 もって積み重ねられた

石の山をとり囲んだ。教師は生徒たち

に，自分たちの子供を亡 くして埋葬 し

たばかりの両親になってみるように言

った。そ して墓を狼から守るためにそ

の上に石が置かれていることを説明し

た。生徒たちは教室にもどる前に寒い

中で２， ３分静かに黙想にふけった。

そのあと， これといった話もせずに

教師は生徒たちにそれぞれ自分が感 じ

た事柄や気持を紙に書 くよ うに言 っ

た。それか ら，生徒たちは 「恐れず来

たれ聖徒」（讃美歌 ２３番）を歌 ったの

である。

もしこのような経験を効果的に用い

るならば，生徒たちはレッスンの目的

に関 して長い講義を聞 くよりも，わず

か ２， ３分で先祖たちの苦労がどのよ

うなものであったかがわかり，これを

いつまでも忘れないであろう。

戒めを守 ることの大切 さについて教

える時は，よく考慮 して選択 した話 し

手をクラスに招待 し，話 してもらうと

生徒たちはその重要性を真実なものと

８

して感 じるであろう。

アルコールの誘惑 と戦っている禁酒

連盟の人１と１時間ほど 一緒に話すの

も非常に効果的であろう。同様に，タ

バコや幻覚剤におぼれた経験のある人

に出席 してもらうと，生徒たちは 「知

恵の言葉」が本当に価値のある戒めで

あることに深 く感動するであろう。合

州国の多 くの州では，刑務所の職員が

服役者をクラスへ連れて来て，刑務所

での生活がどれほど不幸かを話 しても

らうことができるかもしれない。

もし私たちが鋭 い感覚を持ち，創造

性に富んでいるならば，私たちは使い

古 したレヅスンの技術を避 け，真実を

架空のことのように生徒に感じさせな

いようにあらゆる方法を老え出すこと

ができるはずである。

試験をすることによっても，生徒た

ちが真実のことを真実のこととして感

じるような経験をさせ るこ とが で き

る。たとえば，予言者 ジョセブ ・ス ミ

スのような偉大な指導者の生徒に関す

るレッスンを終えた後，名前や 日付，

場所，出来事を書かせ る簡単な答えだ

けを要求するテス トをするよりも，生

徒に次のような質問について答えさせ

てはどうだろう。 「もしあなたが予言

者ジョセブと共に１５分間だけ過ごせる

としたら，あなたは予言者と何につい

て話 し合いますか。この質問に答える

時に，生徒たちはジョセフ ・ス ミスを

本の中にある名前や絵でみる予言者と

してでなく，生徒たちが実際に話をす

ることができる生きた人として考える

であろう。

誘惑に関するレッスンで あ るな ら

ば，生徒たちに若者が伝道に出るのを

サタンがいかにして妨げ，また若者た

ちが神殿結婚するのをいかにして妨げ

ようとしているかを，サタンの見解に

立って徐々に行なわれるそのた くらみ

を明確 に系統だてて説かせることによ

り，これを実際のこととしてとらえさ

せ ることができ るだろう。

福 音を考 える教師 として私た ちの ほ

とんどは， それぞ れ自分 の個性 に合 っ

た概念， また生徒 に真実で あることを

真実 として見 い出させ る方法を使 って

レッス ンを改善す る ことがで きる。聖

霊 の賜 と絶 えざる啓示 によって，私 た

ちはイエス とイエスの福音が真実で あ

る ことを知 り， また教 えることがで き

るので ある。次 の話 は，１９６４－６５年，

ニ ュー ヨークで開催 された万国博 覧会

‘
で の出来事で ある。

ニューヨーク ・ステーキ部の ステー

キ部長で あった故 Ｇ ・スタンレー ・マ

カリスター部長はバチ カン ・パ ビ リオ

シで働いていた ガ トリ ックの牧 師 と話

をす る機会が あった。 ２人 はそれぞれ

自分 の属す る教会の展示 品について話

を しなが ら，展示 されてい る印象的 な

イエスの彫 刻を見比 べていた。 カ トリ

ック ・パ ビ リオ ンはイエスの母 マ リヤ

が息 とだえた救い主 のなきが らをその

腕 に いだいてい るところを表 わ して い

る。 ミケ ランジェロの作品 「ピエタ」

を展示 していた。 モルモ ン ・パ ビリオ

ンでは ソルバルセ ン作 による復活 され

た救 い主 が人 に向 かってそのみ手を差

し伸 べてお られる ところを 表 わ し た

「キ リス ト」 を展示 していた
。牧師 は

この ２つの展示品 の違 いを指摘 して次

のよ うに言 った。 「私 たちには亡 くな

ったキ リス トがお られ る。 しか も， あ

なたがたには生 きて いるキ リス トがお

られ る。」

このように救い主が本当に生 きてお

られ ることを教え，また全地 の面 にお

ける唯一 の真 に して生 命あ る （教義 と

聖約 １ ：３０参照） この回復 され たイエ

ス ・キ リス トの教 会に属 す るとい うこ

とは何 とすば ら しい特権 であろ うか。

１．独力あるいはかつての中毒者の助けに

よって，アルコール中毒か ら立ち直ろ

うと努力 している人々の連盟。
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たちが今朝行 なったように，聖会 において，

私
教会幹部を支持する挙手を行なったのはちょ

うど１年前の今 日であった。十二使徒定員会の一員

としての支持の提議で私の名前が読み上げられたの

は昨年の ４月の朝であった。そしてこの世における

主イエス ・キ リス トの特別な証人 として召されてい

た他の人々と共に立つことが私の責務 となった。

皆さんは私がこの召 しを受けた時に，なぜ私にこ

のような召 しがきたのか，私 と同じように不思議に

思われたに違いない。私はふさわしさを保たれ，導

びかれ，備えられているという去りがたい，安 らか

な，不断の気持があったということが，時として偶

発的なことのように思われた。

今朝私たちは教会の大管長を支持する挙手を した

が，これは私たちの特権である。私はこれが大きな
ぢ

特権であり，特別の責務であるど考える。なぜな ら

私は大管長に関 してある証があるか らである。

昨年 ４月 の総大会 の数週間前の ある金 曜 日 の 午

後，私 は週末 の大会での 自分の割 当てについて考 え

なが ら，事務所を出て ５階か ら降 りて くるエ レベー

ターを待 って いた。

エ レベーターの ドアが静か に開 くと，そ こにジ ョ

セブ ・フ ィール デ ィング ・ス ミス大管長が立 ってお

られた。私 は一瞬驚 いた。 とい うのは，ス ミス大 管

長 の事務所 は下 の階 にあったか らであ る。

エ レベーターの ドアが あいて大管長が立 ってお ら

れ るのを見 た時 に私 はある強 い証を感 じた。そ こに

神 の予言者 が立 って お られる。そ のように感 じた。

光 のよ うな，す なわち何か純粋な英知 のような 「み

たま」 の快 い声 が， この方 は神 の予言者で あるとは

っきりと私 に語 った。

末 日聖徒 に この体験 を ことさ ら述べ る必要はない

と思 う。 このよ うな証 は，私 たちの この教会 に特有

な ものであ る。 そ して， それは高 い職 にある人 にだ

９



１０

「み た ま
」

は 証 す

け与え られるものでな く，すべての会員が得 ること

のできる，欠 くべか らざるものである。

大管長に対 して証をもつと同様に，副管長に対 し

てももつのである。

ここから北方のワサッチ山脈に ３つの峰がある。

詩人であればそれらの峰を，雄々 しい石のピラミッ

ドと呼ぶであろう。地図を見 ると三峰の真ん中にあ

る最高峰は，ウィラード・ピークだということがわ

かる。 しか し開拓者たちはこれらの三峰を 「ザ ・プ

レジデンシー（大管長会）」と呼んだ。 ウィラー ドへ

行 って東の方を見わたす と，彼方に 「ザ ・プレジデ

ンシー」がそびえている。

大管長を与えて下 さった神に感謝する。あの三峰

のように，大管長会は他の何よりも天に近 くおられ

私たちの支持の挙手を必要 としておられる。 このよ

うな崇高な指導者の召しは時 として孤独なものであ

る。なぜなら，彼 らの召 しは人を喜ばすものではな

く，主を喜ばせ るものだからである。神が これ らの

偉大な方々を祝福 したまわんことを祈る。

過去 １年の間に私はしばしば質問を受けてきた。

多 くの場合それらの質問は好奇心か ら生 じたつまら

ないもので，キリス トの証人 として立つための条件

についてであった。彼 らが尋ねるのは， 「イエス ・

キ リス トを見たことがありますか」という質問であ

る。

これは私が他の人に対 して １度 も尋ねたことのな

い質問である。私はこのような質問は非常に神聖な

個人的なものであり，人がある特別の霊感によって

実にある権能を授けられた時にさえ，尋ねることの

恐れ多いものであると老えているので，定員会の兄

弟たちに尋ねたこともなかった。

話すべきでない神聖な事柄がいくつかある。私た

ちはそれが神殿に関することであることを知ってい

る。神殿では神聖な儀式が行なわれ，人々はそこで

神聖な体験をす る。 しか し私たちは神殿の持つその

ような性質のため，その神聖な壁の外側では，内部

で行なわれることについて語 らないのである。

それは秘密ではないが，神聖なものだからである。

すなわち語 り合うものではな く，心に留め，また深

、

い畏敬の念をもって守 り，顧慮すべ きものである。

私は予言者アルマが次のように述べた意味がわか

るようになった。

「……神の奥義を知 ることは多 くの人に許されて

いる。 しかしその人々は神が世の人に下さるほかに

は，何の教えも伝えてはならないと言 う神のきび し

い命令を受けている。神がその教えを人に許 した も

うのは，世の人が神に仕える熱心と従順の度合によ

る。それであるか ら心をかたくなにする者は僅ばか

り神の教えを賜わ り，その心をかた くなにしない者

は全 く一つのこらず神の奥義が解るまで教えを賜わ

る。」（アルマ１２：９－１０）

この教会において高い職にある指導者や，ワー ド

部および支部の会員たちが 「私は神が生きたまい，

イエスがキリス トであることを知っている」という

同 じような言葉で証するのを聞 く人々はみな，次の

ような疑聞を感 じる。 「なぜもっと明解な言葉で言

わないのだろうか。」「なぜあの人たちはもっと明確

にもっとわか りやす く言わないのだろうか。」「使徒

たちはもっと他に言うことはないのだろうか。」

神殿での神聖な経験がどれほど私たちの証を培 う

ことであろう。証は神聖であって，私たちが証を言

葉として述べようとすると，同 じ言葉になるのであ

る。使徒たちは初等協会の小さな子供たちや， 日曜

学校の若者たちが述べるのと同じ言葉で こ う証 す

る。 「私は神が生きたまい，イエスがキ リス トであ

ることを知っている。」

私たちは予言者や子供たちの証を軽んじるべきで

はない。なぜなら， 「神は天使によって男ばか りで

な く女にも御言葉を伝えたまい，それば か りで な

く，またたびたび賢人や博学の知識 も及ばない御言

葉を子供に与えたもう。」（アルマ３２：２３）

何か新 しい劇的な方法で与えられる証を求めてい

る人がいる。

証を述べることは愛を伝えることと似かよってい

る。ローマン主義者や詩人，あるいは愛 し合う男女

は，時の初めからより強 く愛を訴える言葉の表わ し

方，歌い方，書き方を求めてきた。そ して，すべて

の形容詞，最上級の意味を表わすすべての言葉，あ



らゆる詩的な表現を駆使 してきた。 しかしこれらの

ことすべてが言い尽 くされ成 し遂げられると，最 も

力に浴れた言葉は簡単な短かい言葉にな るの で あ

る。

誠心誠意求めている人にとっては，これ らの簡単

な言葉で表わされた証で充分である。なぜなら，証

をするのは心であって，言葉ではないか らである。

電気のように実際的な伝達力を持つものがある。

人間は空気中に映像や音を送 り，アンテナで捕えて

再生 し，見たり聞いたりする手段を工夫 してきた。

このもう１つの伝達手段 もそれと似ていて，百万

倍 もの力を増 し加えられた証となって，常に真理を

もたらしている。

私たちが純粋な英知を得るには１つの過程があり

その過程を通 して私たちは何ら疑いをはさむことの

できない確固たるものを知ることができるようにな

るのである。

私は 「みたま」の導 きによらなければ，軽々しく

尋ねたり答 えたりしてはならない質問があると申し

上げた。私は他の人々に対 してそめような質問をし

たことはない。 しかし，質問された時ではなか った

が，彼 らがその質問に答えるのを聞いた こ とが あ

る。彼 らは 「みたまが証す」る神聖な時に， 「みた

ま」の勧めによってそれに答 えたのである。 （教義

と聖約 １：３９参照）

私は幹部の１人が次のように言うのを聞いたこと

がある。 「私は自分の経験か ら，イエスがキ リス ト

であるということは，言い表わし得ないほど神聖な

ことであると知 っています。」

またある幹部は 「私は神が生きたもうことを知っ

ています。主が生きたもうことも知っています。そ

れだけでな く，私は主を知っています」と証をされ

た。

彼 らの証に意味をもたらし，力を与えたものは，

その言葉ではない。 「みたま」である。 「……人が

聖霊の力で語るときには聖霊がその話を人の心の中

に浸みこませる。」（皿ニーファイ３３：１）

私は， この聖窟る職 に召された人々の中では自分

があらゆる面で最も小さな者である。 という気持を

常 に抱 きつ つ，謙遜 に この話を してい る。

私 は証 は しる しを求め ることに よって得 られ るも

ので はない とい うことがわか って きた。証 は断食 と

祈 り，行い と試 し従順 に よって得 られ る も の で あ ・

る。また主の僕た ちを支持 し，彼 らに従 うことによ

って得 られ る。

カール ・Ｇ ・メーザーは何人 かの宣教 師を連 れて

アルプス山脈 を横 切 っていた。 一行 が頂上 にた どり

つ くと， メーザ ーはそ こに休 んだ。 メーザーは後方

の氷河を横切 る道 を示 すために雪 の上 に立 てた何本

かのポ ールを指 さして言 った。 「兄 弟たち， あそ こ

に神権があ る。 あの棒 は私 たち以外 の人 々 の よ う

に，何 の変哲 もない普 通の棒 だ。 しか しあのポール

が立 ってい る位置 が，私 たちに とって大切 なのだ。

も し私 たちがあのポールの示 している道か らそれ た

ら，私 たちは迷 って しま う。ゴ

私 た ちは ここで挙手 し，主 の僕 を支持 した。 また

私 たちは行 ないによって支持 しなければな らない。

これが私 たちの証 を決 めるので ある。

さて私 も皆 さん と同 じように，なぜ私 のよ うな者

が，聖 なる使徒職 に召 されたのか不 思議 に思 ってい

る。私 には多 くの面で この召 しを行な うに必要 な条

件が欠 けてい る。 この条件を満 たすために，努 力 し

な ければな らない ことがた くさんあ る。 この ことに

ついて考 えてい ると，私 はた った １つ， おそ らくこ

の職 に召 された理 由だ と思 われ ることに １つ だけ気

付 くのであ る。 それは私 が先 ほ ど述 べた証を持 って

い るとい うことで ある。

私 はイエスがキ リス トで ある とい うことを皆 さん

に証す る。私 はイエスが生 きた もう ことを知 って い

る。 イエスは時の絶頂 にお生 まれにな り，福 音を教

え，試 み にあわれ，十字 架 にかか られた。 そ して ３

日後 に復 活 された。 イエスは復 活の初穂 であ り，骨

肉の体 を有 してお られ る。 これ らの ことを証す る。

私 はイエス ・キ リス トの証人で ある。 イエス ・キ リ

ス トのみ名によ り申 し上げ る。 アーメン。

１． ア ル マ ・Ｐ ・バ ー トン ，「モ ル モ ン の 教 育 者 カ ー ル ・

Ｇ ・ メ ー ザ ー 」 Ｐ ．２２
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すべての監督 ，ス テーキ部 長，またあ らゆ る組織

の指導者た ちは，だれに注意 を向け るべきかを知 っ

て いる。私 た ちにはその迷え る羊 を捜 し出す責任 が

ある。現在迷 ってい る若 者を知 ってい るな らば， あ

るいは別の道に迷い込 みそ うな若者 に気付 いた ら，

私 た ちは一時の猶予 も許 さず，迷 え る人，溺 れかけ

てい る入，助 けを必要 としている人 を全力 をあげて

救 わなければな らない。教会 に不活発 な人 々， ある

いは不活発 その他 の理 由で教会を離れて いるすべて

の人 々は，若 い入 も年配 の人 も同様に私た ちの助 け

と関心 を必要 と して いる。私た ちは彼 らのために祈

り，思 いや ることが必要で ある。彼 らの １人が私 た

ちの群れに戻 って きて活発にな った ら，私 たちはな

ん と大 きな喜び と幸福を感 じるであ ろうか。

私 た ちが １人を救 う時に私 たちは １家族 を救 って

い ると言 って も過言で はないで あろう。 １人を救 う

ことによって，私 たちは次 の世代を も救 い得 るので

ある。 １人を失 う時，私 たちはその人だ けを失 うの

で はな く １家族 とその子孫を も失 うので ある。 その

責任 は大 きい。私 た ちの中には，会 員の４０パーセ ン

トか ら７０パ ーセン トの出席者 がいれば非常 に喜 ば し

い と思 ってい る人 がい るよ うで ある。 もし４０パーセ

ン トの出席者 がいれば，欠席者 は６０パーセ ン トいる

わけであ る。 また もし７０パーセ ン トの出席者で あれ

ば欠 席者 はまだ３０パーセ ン トい るわけで， このよう

な人 に こそ私 たちの関心 を向け る必要が あるので あ

る。

私 はあ るステーキ部大会 に出席 したが， その時監

督 の話を聞いて非常 に心 を動 かされた。 その監督 は

涙を流 しなが ら次 の ように語 るのがや っ と で あ っ

た。

「私 は今晩 ここで私 のホー ム ・テ ィーチ ャーに感

謝 の気持 を申 し上 げたい と思 います。私 は不活発 な

成人 アロン神 権者 で した。 そ してそのホーム ・テ ィ

ーチ ャーは私 を助 けて下 さいま した。本 当の ことを

申 します と，私 は最初， ホーム ・テ ィーチャーに会

いた くない と思いま した。 そ して訪問 を拒否 しま し

た。 しか し彼 は私 が彼 を家 に入 れるまで 訪 問 を 続

け，私に教えて下 さいま した。 そ して現在私 は彼 の

、

監督を してい ます。私 を救 って下 さ ったあのホーム

・テ ィーチャーに私 は心か ら感謝 しています 。」 私

は迷 う人 々を救 うために，与 え られたあ らゆ る力 を

使 って耐 えざ る努 力を続 け るこのよ うな立派 な人 々

を与 えた もうた主 に心 か ら感謝 申 し上げ る。

私 は次 に申 し上 げる話 を前 に もした ことが あると

思 う。 ステーキ部長 の時 に，私 は １人の青年 に会 っ

た。 その青年 は非常 に有能な青年で，農業の専門教

育を受 けていた。その頃私た ちは福祉委 員会の農業

顧問を必要 と していた。彼 は教 会に活発 で な か っ

た。私 は彼が 「知恵 の言 葉」を守 っていない ことを

知 っていた。 しか し私 はあ る日彼 を昼食 に誘 った。

すわ って話 しなが ら私 は自分 の考 えて いることを次

のよ うに述 べた。 「あなたは この仕事 のた めに最 も

備 え られた有能 な青年です。私た ちは あなたを必要

と して いる し， あなた にも活動が必要 です。」

しば ら く話 した後 ，青 年は この ように言 った。

「タナ ー部 長， あなたは私が知恵 の言葉を守 って い

ないのを ご存知 で しょう。」「ええ， けれ どもあなた

には守 れます 。」私 は このよ うに言 ったが， こ れ は

口先だ けの ことで はなか った。

青年 は言 った。 「ステーキ部長，あなたは変 わ っ

た ことをお っ しゃい ますね。先 月，監督 が私 の所 へ

来て， ワー ド部 の仕事をす るつ もりがあ るか どうか

聞かれ ま した。私 は 自分が知恵 の言葉 を守 っていな

い ことを 申 しま した。す ると監督 は こう言 われま し

た。 『それではだれか他 の人 にあた って み ま し ょ

う。』」

こう して私はその青年 としば ら く話 を した。 「兄

弟， よ く聞 いて下 さい。 あなたは教会 で活動す るこ

とが必要 なのです。そ して私 たちは本 当にあなたを

必要 と して いるのです。」

しば らく話 し合 った後 ，青 年は この よ う に 言 っ

た。 「私が その仕事 に携 わ るとい うことは， コー ヒ

ー １杯 も飲 めな くな るって ことですか。」

「そ うです
。 あな たのお っ しゃるとお りです。 ど

んな指導者で あって も指 導者 に変 わ りは あ り ま せ

ん。そ して あなた も模範 にな らな くてはいけないの

です。 あなたが ステーキ部 の委員 になった ら，私た



ちはあなたに福音に従って生 き，正 しい生活をして

ほしいと思います」と私 は答えた。．

「それでは，よく考えてみます」と青 年 は答 え

た。

「よく考えて下さい。 しか し忘れないで下さい。

あなたは活動 しなくてはいけないんです。私たちも

あなたを必要としています。」 私がこのように言 う

と，青年は 「それでは決心がついた らお知らせしま

す」 と答えた。

彼は次の日になっても電話をかけてこなかった。

その翌日，またその翌 日も電話はなかった。 ６日目，

その日もやはり何の連絡もなかった。その時私は思

った。いや，彼は知恵の言葉を守れないと思われた

くないだろうと。

８日目に連絡がきた。彼はこう言った。 「タナー

部長，あなたは今でも私があの仕事をするよう望ん

でおられますか。」

私は答えた。 「もちろんですとも。私が先日その

事をお話 したのはそのためではありませんか。」「そ

れなら私はお引き受けしたいと思います。ステーキ

部長がおっしゃった条件も守 ります」と青年は答え

た。

そして青年はその言葉どおり実行 した。彼は３０代

で独身であった。彼は教会に活発になった。当時教

会にはステーキ部Ｍ ＩＡの会長を している非常に美

しい若い女性がいて，青年はこの女性 と会 って親 し

くなり，恋を し結婚 した。

それか ら彼は監督になり，高等評議員となり，ス

テーキ部長会の一員となった。この青年が活発にな

り，また彼の家族が活発になったことを知った時，

私が心に大きな満足を感 じたことを皆 さん方はおわ

か りになると思う。彼には今大勢の子供がいるが，

彼 らもまた活発である。

兄弟の皆さん方，私たちはどこにいようと何の職

にあろうと，私たちの周囲に不活発な若者たちや年

配者がいることを認識すべきである。私たちがこの

ような人々に福音に対する興味を起こさせ，本心で

は活発になりたいと思っていることを彼 らに自覚さ

せ る方法を見い出すことさえできたら，彼 らは活発

になりたいと思 うであろう。

兄弟の皆さん，私は今晩次のようなチャレンジを

皆 さん方に与えたい。監督の皆さんは積極的に働 い

て，来月までに不活発な青年を活発にするように，

副監督の皆さんも同じように努力してほしい。また

それぞれワー ド部やステーキ部で責任を持っておら

れる皆 さんもこのことに努力 していただきたい。兄

弟の皆 さん， この世で人を救 うことほど大切なこと

はない。私たちにはそのためのプログラムがあり，

教師にその方法を教えている。私たちは集会に出席

する人々がこれらすべての恩恵にあずかることがで

きるように，教師を援助す ることができる。 しか し

残念なことに私たちは，不活発な入々のことを忘れ

たり，無視 している場合があまりにも多すぎる。そ

して５０パーセントや６０パーセントの出席率で満足 し

ているのである。

私は決 してパーセンテージや統計上の数字にこだ

わっているわけではない。私が本当に関心を抱いて

いることは私たちの群れにいない青少年のことであ

る。兄弟の皆 さん，私は今晩皆さん方，神の神権を

持 っておられるすべての方々，特に教会で責任を持

っておられる皆さんに次のことを強調 したい。主が

言われたように迷える羊を見い出して連れ戻すよう

努力していただきたい。そうすれば皆さんは天父 と

相まみえる時に，連れ戻 したその人 と共に喜びを見

い出すであろう。

若い皆 さんに申し上げる。福音か ら離れることに

楽 しいことなど １つとしてない。皆さんが常に神権

を尊び，神権を尊ばない友人を助けて彼 らが神権を

尊ぶことができるようにす るなら，皆さんも福音を

離れることなく，彼 らも幸福であるはずである。

兄弟の皆 さん，私は証する。私たちは神の神権を

持っている。 この教会は神の教会であり神の王国で

ある。神は私たちに，隣人を救 うために教え助ける

責任を与えたもうた。願わ くば，私たちが主のみむ

ねにかなう方法で責任を果たし，それによって喜び

を得，永遠の生命を得 る備えをなす ことができるよ

うに，イエス ・キリス トのみ名によりへ りくだって

祈る。アーメン。

１５
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す ことを知 る権利 を与 え られて いる。

また私 たちは長兄で あるイエス ・キ リ

援 ス トが世の救 い主，贈 い主 であ り，私

“擁 霧猿灘 鍵 篇 ３難 巽淫
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が来る。あなた方 １人 １人が真理につ
髭

いての自分の知識を得，自らの内にあ

る光によって導きを受ける必 要 が あ

る。」

マ ッケイ大管長は若者た ちに，た と

え若 くと も次の ような一つの大切 な教

えを学ぶ な らば，真理 に関す る知識 と

福音 に対す る証を得 ることがで きると

述べ た。 「清い心， 日ごとに救 い主の

導 きを求 めよ うという誠実 な心が， キ

リス トの福音 の真理 に関す る証を もた

らすのである。」 この教 えは清 い 生 活

と祈 りによって証 が もた らされる こと

を小 してい る。

ジ ョセ ブ ・ス ミスが信 じて真剣 に考

えていた問題の答 えを天父に求めて祈

った のは，彼がまだ一介の若 者にすぎ

ない時で あった。そ して彼は天父 と主

イエス ・キ リス トにまみえ るという祝

福 を受 けたので ある。

イエスの弟子 たちを迫害 して いた タ

ルソのサ ウロは，後 にダマスコへ の途

中で劇 的な体験 を して， キ リス トの擁

護者 ，使徒 パ ウロとな った。天 か ら光

が さ し，「「サ ウロ，サ ウロ， なぜわた

しを迫害す るのか」 と呼びかけ る声 を

聞 いた。 そこで彼 は 「主 よ，あなたは

どなたですか』 と尋ね た。す ると答 が

あった。 「わた しは， あなたが迫害 し

てい るイエスである。 とげ のあるむ ち

をければ，傷 を負 うだ けで ある」。」

（欽 定訳 ，使徒 ９ ：３－ ５）

これ ら ２つの出来事 はめったに起 こ

ることではないが，聖霊 は これ ら２つ

の場合 と同 じように深 い不変 の影響 を

与え得 る。 ジョセ ブ ・フィールデ ング

・ス ミス大管長は次の ように述 べてい

る。 「従 って，た とえ救い主 にまみえ

よ うと も，聖霊の証が霊に与え るほ ど

の深 い感動 を受 けることはないのであ



る。聖霊 によって もた らさ れ る 感 動

は，示現 によ る感動 よ りもはるか に重

要 な ものであ る。 みたまが霊 に語 りか

け る時，それは霊 に刻 み込 まれ，決 し

て消 し去 ることのできない も の と な

る。」 （「熱心 に求 めよ」 Ｐ．２１３－２１４）

この真理 は モル モン経 の ３人の見証

者の体験か らさらに詳 しく説 明 で き

る。 オ リヴァ ・カウ ドリ，デ ビ ット ・

ホイ ッ トマー， マーテン ・ハ リスの ３

人 はそれぞれ天使 にまみえ，後に モル

モ ン経 に翻訳 され た金版を見，触れ，

またその記録が真実 な もので あるとい

う主 のみ声 を聞いた。 しか し後 にこの

３人 はいずれ も不満 を持つ よ う に な

り，指導者 とうま くいか な くなって，

不信仰 と背教 に陥 った。 しか し， 「み

、たま」に刻 み込 まれた しる しが非常 に

大 きか ったために， その うちの １人 と

して証を うち消 した者 はいない。 そ し

てその証 は今 もモルモ ン経 に しるされ

てい る。私 た ちの最 も深 い ところに存

在す る内な るものに ささや きかけ る静

かな る細 い声は，外見 的な しる しや現

われ よ りもは るか に価値 あ るものであ

る。

後に教会の第 ５代大管長となったロ

レンゾ ・スノーは，１８３６年オハイオ州

カー トランドで改宗 し，バプテスマを

受けた。青年であった彼は救い主の教

えと宣教師の教えとを熱心かつまじめ

に研究 した。そ して福音の真理を確信

するようになると水に沈められるバプ

テスマを受けたいと思った。

スノー兄弟は按手確認を 受 け て 以

来，自分が聖霊を受けていたかどうか

確信を得たいと思っていた。バプテス

マの２，３週間後，スノー兄弟は自分が

まだ真理に関する証を受けていないこ

とを感じた。不安な気持におそわれて

本をかたわら１と置 くと，家を出て野原

をさまよった。陰うつな気分 と何とも

言 いよ うのない黒 い雲 が自分 をおおっ

たよ うに感 じられた。 スノー兄弟 はい

つ も １日の終 りごろにな ると，近 くの

奥 ま った木立 ちにはい って秘 かに祈 る

ことに していた。 しか しその晩 はその

ような気持 にな らなか った。祈 りたい

とい う気持はな くな って， 自分 め頭 を

天が厚 くおお ってい るように感 じた。

しか し， スノー兄弟は 自分の習慣 であ

る夕べ の祈 りをや めない ことに し，い

つ もの場所 に行 って ひざまず くと，敬

慶 な祈 りをささげ た。

スノー大管長 はその時の ことを回想

して こう語 って いる。 「私が祈 りを捧

げよ うと口を開 くと， たちまち私 の頭

上す ぐ近 くで絹ず れのような音 を聞 い

た。 それか らす ぐに神 の 「み たま」が

お りて きて，私 の体全 体，頭 の先か ら

足 のつま先 までを完全 におおった こと

を感 じた。 その時の喜 び と幸福 がどん

な もので あった ことか。 どのよ っな言

葉を もって して も，精神 も霊 を も暗 く

厚 くおお っていた雲が，全 く突然 に光

と知識の輝 きへ と変化 した時の ことを

表わす ことはで きない……その時私 は

神が生 きてま しま し，イエス ・キ リス

トが神 の御子で あ り，聖な る神権が回

復 され，全 く福音が 回復 され たとい う

ことを完全 に知 ったので ある。 それ は

完全 なバプテスマであった。天 の原則

であ り要素 であ る聖霊 に浸 されたまぎ

れ もないバプテスマであ った。 そ して

それは水に沈 め られた時よ りもは るか

に私 の肉体のすみずみに真 の力を与 え

るものであ った 。」 （エ ラィザ ・Ｒ ・ス

ノー，「ロレンゾ ・スノーの伝記 と家族

の記録」 Ｐ．８）

この ように してスノー兄弟 は，主の

「みたま」 が彼 に くだった時 に
，慰 め

とな る確信 を得，聖霊 の祝福 によって

証 を得 て， この世 の生涯 を終 えるまで

常 に この証 を もって過 ご し た の で あ

るｏ

証 は神 か ら与 え られ る比類のない賜

物で ある。 しか し，た とえ人が聖霊 に

よって証 を得 た として も， もしその人

が常 に証を維 持す るように努力 しなけ

れば， この証 を常 にゆ るぎない ものに

して い くことがで きるとい う保証 はな

いｏ

証 を得て も不注意で あった り，ない

が しろに した り，怠惰で あった りす る

な らば， それ は失 われ る。

私 た ちは証 に栄養 を与 え，食物 を与

えなけれ ばな らない。 リー副管長 は次

のよ うな賢明 な勧告 を与 えてい る。

「もし私 たちが毎 日聖典 を読 まなけれ

ば，証 は次第 に弱 ま り，霊性 は高 ま ら

ない。」（十二使徒会地区代表 セ ミナー

１９７０年 １２月 １２日）

救 い主 が神殿 で教 えてお られ た時，

ユダヤ人 の教 師たちは，彼 らを驚かせ

た・ｆエスの教 えが どこか ら来 た もので

あ るのか，イエスに尋 ねた。 この人 の

知識は どこか ら来た ものだろ う。 イエ

スは彼 らの質問に答 えて言 われた。

「……わた しの教えはわた し自身の教

えで はな く，わた しをつかわ されたか

たの教 えで ある。神 のみ こころを行お

うと思 う者で あれば，だれで も，わた

しの語 って いる この教 えが神か らのも

のか， それ とも， わた し自身か ら出た

ものか， わか るであろ う。」（ヨハネ ７

：１６－１７）

主の答 えはその言葉 の表 わす通 りで

あって，主が語 られた当時の人 々にあ

て はまる言葉で あると同様に，今 日の

私 たちに もあて はまるもので ある。私

た ちが御父 のみ こころを行な い，戒め

を守 るな らば，聖霊 は私 たちに真理を

明 らかにす るであろ う。 それは明 らか

で ある。私 たちが このよ うに行 ない，

「みたま」を受け ることがで きるよ う

に，主 イエ ス ・キ リス トのみ名に より

祈 り奉 る。 アーメン。
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正直 とい う言葉 は多 くの意味 を含 んで いる。す なわ

ち高潔，誠 実， 真理 に従 う， 公平 ， 誉 れ， 清 い生

活，徳 に満 ちた性格，人 との交際 における公正 など

で ある。

これ らの原則 は真 の末 日聖徒 にとって必要な徳で

ある。

末 日聖徒 イエ ス ・キ リス ト教会は，人が知 ってい

る最 も崇高 な理想，主 義，標準 を掲 げて いる。教会，

そ の教 え，教会が表明 してい るものに関 して，私 た

ちが恥 ずべ きものは １つ と してない。私 た ちの教会

は，あ らゆ る場 所で人々の生 活に数 え きれぬほどの

良い影 響を及ぼ してい るのであ る。

ロバー ト・バー ンズ１は次 のよ うに言 った 。「正直

者 は神の最高 の傑作 であ る。」 高 い地位 にある人 々

の間で正直 と高潔 が衰退 し，徳が失 われつつある今

日，だれかが これ らの原則 を熱心 に教 え，実践 し，

人格 を形成 す る上で欠 くことので きない要素で ある

ことを強調 しなけれ ばな らない。現在，わが国 の行

く末 を決定 する人 々に とって，道徳的 に完全な姿に

た ち返 ることが次第 に重要 な こととな って いる。そ

うでなければ， この国の自由は脅か され ることであ

ろ う。私 たちの国民生活 にお ける，政 界，実業 界，

財界，知識階級 の不正直，不正利得，腐敗 などが，

正 直 ε
十二使徒評議員

デ ル バ ー ト・Ｌ・ス テ イ プ レー

世 界の指導者 としてのわが国の地位や力を弱めてい

る。

私 たちは心か らへ りくだ り誠実 にな って，私た ち

よ りもす ぐれた力 あるお方がお られ，そのお方によ

って，私 たちの人生 に大切な意味 と目的を もた らす

道徳律が もた らされた ことを認識 しなければな らな

い。 また私た ちは この ような正直，尊敬，名誉 は売

買 され るような ものではない ことを もう一度思 いだ

さなければな らない。 それ らはあなたがたや私， そ

してすべての人々が 日常生 活に取 り入 れなければ な

らない要 素であ る。

カーラィル２ は次 のよ うに言 った。 「正直 にな り

な さい。 そ うすれば この世か ら悪人が １人減 るのが

わかる。」 自分が善良な人間でな くして， 本 当に正

直 な人間 が世 にあ り得 るだ ろうか。 また 自分が正直

な人 間で な くして，本 当に善良な人間があ り得 るだ

ろうか。正直 はまず 自分 自身か ら始め るべきであろ

う。 それでな ければ，他人 が正直 であ るかど うかわ

か るはずがな い。私 た ちが見 るのは他人 ではな く，

私 た ち自身が どうあ るかを見 るのであ る。私 たち一

人一人がまず正直 にな ること，す なわち他人 との交

わ りにおいて正直 であ ること，教会員 と して正直で

あ ること， また神 の戒 めを正直 に守 る ことで ある。

モ ーサヤ王 の息子 たちについて は次の ように言 わ

れてい る。 「かれ らはみ な神 の命令 に服 従す ること

と，神 の前 に正 しく真す ぐに暮 す ことを教え られ，

真実 な心 を持 つ真面 目な青年で あった 。」 （アルマ５３

：２１）

両親が正直，高潔 という徳を完全に備 えてい るな

らば，両親 の この徳は子供 た ちに残 すべ き遣産，豊

かな譲 りとな るで あろう。両親 は 自分た ちが持 って

いな いものを子供 た ちに与 え ることはできない。 こ

れ ら福音の教えの一部 であ るす ば らしい理想 と原則

は，良い人格 と良い人生 を生み 出すすべ ての徳 と共

に，私 た ち一人一人 の中に完全 に培 われねばな らな

い。 そ うす ることによ り， それ らは私た ち自身の一

部 とな り，両親 となる時 に， それ らの徳を子供 た ち

に容 易に伝 え ることがで きるようにな る。箴言 には

次 のよ うに書かれて いる。 「正直に歩む義人， その

後 の子孫 はさいわ いで ある。」 （欽定訳箴言２０：７）

この言葉 は何 とふ さわ しく大切な ことだ ろうか。
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親 として私たちは子供に正直だろうか。子供たち

は，私たちが自分の責任を逃がれるためのささいな

罪のないうそを聞 くことはないだろうか。子供たち

が親の犯 した誤ちをまねたからといって，ひどく責

めることができるだろうか。両親に対する指示が教

義と聖約の中に次のように示されている。 「また両

親はその子供たちに祈 ることと，主の前に正 しく歩

むこととを教えざるべからず。」 （教義 と聖約 ６８：

２８）

子供たちに正 しく歩むよう教えるためには，両親

が模範を示さなければならない。夫であり妻である

皆さんはその伴侶に対 して忠実であり誠実であるだ

ろうか。あなたがたは道徳的に健全な清い生活を し

ているだろうか。私たちは不正を支持することはで

きない。 もしそのようなことをすれば，私たちや私

たちの子供の永遠の救いを危険にさらすことになろ

う。私たちは主の前に正 しく歩み，真に正直でなけ

ればならない。そうすれば，私たちは私たちの行動

すべてを左右する高い道徳観と正 しい倫理感とを祝

福されるに違いない。

ジョージ ・エリオット３は 「人生における唯一の

失敗は，自分の知る最善のものに対 して真実でない

ことである」と語った。

私たちは生涯を通 じて，私たちに向けられた悪い

誤解のみならず，自分にとって都合のよい誤解をも

訂正すべきである。今簡単なことだと思われても，

人格を形成 していくうちに，このことが重 要 に な

る。 というのはわずかな怠慢が重大な誤 ちを生 じた

り，悪い習慣に結びついたりするからである。あな

たは今までに商店へ行っておつりを余計にもらった

ことが何度あるだろうか。これはよ くあることであ

る。時折おつ りを少な くもらうこともある。人は自

分が誤解を受けた時には，決 して注意を促す機会を

逃が しはしない。正直，誠実，完全であるためには

自分にとって都合のよいことであっても悪いことで

あっても正さなければならない。

雇主である人は従業員に対 して正直であるだろう

か。規則はすべての人々に適用 されてい るだ ろ う

か。あるいは例外がある場合，それらの例外は少数

の人数の人々に嫡 しても同じように適用 されている

だろうか。

「自身 と他 人 と神 に対 す る正 直 は
，

らざ る もの で あ る」

必要欠 くべか

０

従業員である人は １日の仕事を誠実に行なってい

るだろうか。私たちは昼食の時間を勝手にしつ らえ

たり， うその口実をもうけて不必要な用事に出かけ

ることはないだろうか。私たちは隣人に対 して期待

されている以上の奉仕をしているだろうか。それと

も自分は最小限度の奉仕ですませようとしているだ

ろうか。

商売に携わっている人は，だれも知 らないか らと

いって権利 もないのに， もう少 し余分に利益を得 よ

うと請求書を水増 ししてはいないだろうか。入は一

見 このような策略でうまく成功するようだが，だま

された人と同 じように，その人自身も自分の不正直

に気付いているのである。だますことも一種の不正

直である。だますことによってだました本人や相手

のみならず周囲の人々をも傷つけるのである。

また，教師の皆さんは正直に採点 しているだろう

か。生徒の努力に従って採点 しているだろうか。そ

れとも勝手な判断で採点 しているのではないだろう

か。チームを勝たせるために採点をごまかしたり，

規則を無視することは，不正直な行為であって避け

なければならない。これらの活動が人格的価値 とか

霊的な価値でな く，抜 きん出ることに重点をおいて

計画されているならば，指導に何かが欠けているの

である。私たちは規則や法律に触れないからと言っ

て不正を行ない，それで自分を正当化 してはならな
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い。規則や法律は人を正直にすることはできない。

悪い行ないは若者たちを不正直にする。小さな何で

もないと思われるような行為が，不正直で不名誉な

ゆゆしい習慣へと発展 し，道徳的な清さを失わせる

のである。私たちは人の心，人格の中に，人が人生

の問題に立派に対処できるためにきわめて必要な徳

を植えつけなければならない。

また学生や若者たちのために，私たちは正直かつ

誠実に彼 らの望みや要求を聞いているだろうか。私

たちは本当に彼 らを理解 しようとしてい るだ ろ う

か。また，私たちが彼 らにとって必要だと思 うもの

を与えているだろうか。

私たち教会組織の中で教える責任のある人々は，

教えるように正直に生活 しているだろうか。 ２つの

標準を持ってはいないだろうか。最近若い既婚女性

の教師が非常に短かい ミニスカートで教会にやって

来たのに気歩付いた。このような人は，自分自身が守

っていない教会の服装の標準について本当に教える

ことができるだろうか。シェイクスピアはこのこと

を非常によく述べている。 「さて，最後にいちばん

大事なことは，おのれに忠実なれ，ということだ。

さすればかならず，夜が昼につ ぐごとくに じゃな，

他人に対 しても誠実ならざるを得ん。」（ハムレット

第 １幕，第 ３場）

人生 において人が目的とするのは正直 と誠実を模

範 として示すことである。人は常に自分が同意 した

ことを堅 く守り，自分自身の誤 ちの報いを自ら進ん

で受けなければならない。正直と高潔が信頼 と友情

を生み，人々か ら絶えず好意と援助を受け，それら

はしばしば充分な報いとなる。人は，他人の正直と

高潔 さに気付 くと， 自分が今まで歩いていた道か ら

離れて，そのような誠実で頼 りがいのある人の助け

になろうとするものである。

何年も昔のこと，ある父親が息子に正直に関 して

次のようなことを教えた。この息子は小さい頃，父

が他の２人と共同経営 しているある店へ行った。息

子は小刀がほしかったので，陳列ケースの所へ行っ

てそこから小刀を １本取った。そのことが父親に報

告された。それを聞いた父親は子供を陳列ケースの

ところへ引き返 させ，小刀を先の場所へ返 させた。

それか ら父親はこの仕事にはもう２人の友だちが携

わっていること，そしてあの小刀の ３分の ２は彼ら

のものであることを息子に教えた。この会社から何

か １つでも取 ることは，息子であるこの子供にも許

されないことであった。なぜなら， この会社は全部

が父親のものではなかったからである。 この父親は

自分の仕事において正直で正 しかった。彼は高潔な

人であった。彼は取引きをする時， 自分にとってど

のような犠牲になろうとも，正直を通した。彼は人

々の間で公平だ と評 判であ った。彼 に とって この特

質 は金銭 よりも大切 な ものだ った▽）である。

人は多 くの罪を見 逃がす ことができ るが，不正直

という罪は非常 に許 しがたい ものであ る。私 たちは

人間の弱 さに同情 し寛大 にな るが，不正直 な人 に接

す るほど，信頼 感をゆ るが し不安 にす る こ と は な

いｏ

ジ ョージ ・ワシン トンは正 直 さを強調 して次 のよ

うに述べた。 「私はすべての肩書 の中で最 もうらや

まれ る肩書，つ まり正直な人 とい う肩書 を維持 す る

だ けの堅 い意志 と徳 とを常に持 っていたい。」

救 い主が十字架 にか けられ るまでの出来 事を語 ら

ず に，正直 につ いて語 ることがで きるだ ろうか。 イ

エスが祭司長や学者 たちによって裁判のために ピラ

トの前 に連 れて こ られた時， ピラ トは救い主に罪が

ない ことを知 った。 しか し，彼 はイエスの命をね ら

って騒 ぎ立 て る者 たちを満足 させ るために，正直，

高潔 よ りも名声 を重 ん じて， これ らの人 々の要求を

受 け入れた。

兄弟姉妹 ，私 た ちはキ リス トの真 の教会 に属 して

い る。 この教会の会員であ るとい うことはす ば らし

い特権で あり，機 会であ り，祝福 であ る。私 たちは

すべて は主が子 らを導 くために与 え られた啓示 を堅

く支持 しなければな らない。私た ちは，すべての行

動，人 との交 わ りにお いて，原則，理 想，標準 誓

約 に忠実 であろ うで はないか。 また正 しく誠実で あ

ろうではないか。私 たちは自分 たちが教 える ことに

対 して誠 実で正 し く， またそれ らを完全 に実践 しよ

うではないか。

そ う。 「われ らは正直 な るべ きことを信ず 。」 ま

た私 たちは 「真実，貞潔 ，慈 善，高 徳な るべ きこと

およびすべて の入 に善を行な うべ きを信 じてい る。

兄弟姉妹，私 はキ リス トの福音の真理 についてゆ

るぎない証 を持 ってい る。私 は この真理が私 たちに

導 きと恵 み，祝福 ，および人 の救 いを もた らす こと

を知 ってい る。

私 は皆 さんに これ らの ことを証す る。私 たちは隣

人 との交わ りにおいてキ リス トのよ うでなければな

らない ことを知 ってい る。そ うすれば，私 た ちは模

範 とな り，主で あ り救 い主で あるイエス ・キ リス ト

の僕 た るにふ さわ しいものとな るで あろう。 これ ら

の ことをイエス ・キ リス トのみ名 によ り，へ り くだ

って祈 り奉 る。 アーメン。

註 １．１］バ ー ト ・バー ンズ ：ス コ ッ トラ ン ドの 詩 人 （１７５９

－ １７９６）

２．トー マ ス ・カー ラ イル ：ス コ ッ トラ ン ドの 文 筆 家 ，

歴 史 家 （１７９５－ １８８１）

３．ジ ョー ジ ・エ リオ ッ ト ：本 名 メァ リー ・ア ン ・エバ

ンズ， 英 国の 小 説 家 （１８１９－ １８８０）



什分の一 の話
ス ベ ン サ ー ・Ｗ ・キ ン ボ ー ル

６歳 の時 に私 には しなければね らプよい仕 事がた くさん５

， あ
りま した、 その中で も一一番た いせつなのは，毎 口日

が しずむ ころにたまごを集 めることで した．

私た ちは ア リゾ争州 の ザッチャーの南たんで小 さな農場 を

経営 していま した．農場 は南 と東の方 にひ ろが り，家 はすみ

の方 にあ りま した。家 の うらには，井戸 やポンプ，風 車，そ

れに私 たちの飲み水 も入 れて お く木でで きたタ ンクや道 具小

犀， それに少 しはなれた と二うにはとて も大 きな材木 の口［が

あ りま した「

また，ぶた小屋や さ ＼、囲い、大 きなほ し芭のＩＬＩ，穀物 な どが

でりま した， このよ うな ところは，にわ とりがたま ごをか く

廿一．二．二もって こいで した 、そ んなわけで．か くれてい るたま

ごを見 つけ ることは， 子供 ひと りで にたいへんな 仕 事 で し

た．で も，経験をか さね る ことによ って，私 はとて もよい ス

パ イにな りま した。 毎 日， 日が しずむ ころ１こなる と，私 は大

きなかごを侍 って あた りを さが しまわ りま した そ して，そ

のたまごを家 に持 って行 きま した．，

あ る日おか あさんは，私 たち兄弟の うち小 さい ３人をつれ

て遠 くに出か けて行 きま した，私た ちは ほこりっぽい道をか

ん とくさんの家 まで歩 いて行 きま した． ファニーは うば ぐる

まにの り， ア リスはうば ぐるまに しっか りつかま って歩 きま

した。私 はたまごのか ごを もってつ いてい きま した．

歩 きなが ら．私は 「おか あさん，なぜかん と くさんの ところ

に持 ってい くの」 と聞 きま した、

おか あさん は 「このた まごは什分の一なんです よ，だか ら

天 のおと うさまへ の什分の一一と して，かん と くさんに このた

まごを受 け取 っていただ くのですよ，あなたは毎晩 ，たまご

を家 に持 って きた とき，ひ とつひ とつ数え るで しょう。 は じ

めの １つを 小さいか ごに，あ との ９つを大 きいか ごに入 れる

わね．大 きいか ごはお店に売 りに持 っていき， その分のお金

をいただ くの よ，そのお金でみんなの くつや，食べ物 や着 る

物を買 うの．そ して小 さいかごはかん と くさんの ところに持

って行 くの よ。」
グノ ウ㌧

私は この ときは じめ 讃擁

て，大好 きなおかあ さ

んか ら什分の一一の こと

をおそわ っ た の で し

た．，

家の西がわに私 た ち

の畑があ りま した。 そ

してお とうさんが±地

、
罫

をたがや している聞，私 は馬 にの って遊び ま した．

そ こは土地 が新 しく， こえて じゃが い もが た くさん とれま

した． あ る日お とうさんがア リスと私 に 「この じゃがい もは

家中で食べ て も食 べきれないか ら，売 りたければ売 って きな

さい」 と言 いま した。

そ こで，私 がシ ャベルで じゃが いもを堀 りだ し． ア リスが

どうを とり． きれいに しま した． それを箱 につ めて，私 の小

さな赤 いにば しゃにつんで， ブ リンカーホフ ・ホテルに運 ん

で行 きま した．，

プ リンカーホフ姉妹 はたいへんゆか いな人 で したが．は じ

２１



めの うちは， この じゃ

がい もを売 るのに少 し

こわい気持 が し ま し

た。 で も姉妹 はよろ こ

んで，箱 ごとぜ んぶ買

って くれま した。 そ し

て， た しか ２ ドル受 け

とρた ことをおぼえて

います。

そのお金 を見せ た とき， お とうさんは こう言 い ま した。

「おまえた ちは そのお金を どうす るつ もりだい
。」 それで私 た

ちは， 「アイスク リー ムやポプ コー ンやおか しを買 う前 にふ

た りでわけるよ」 とこたえま した。 そ うす る と， おとうさん

はまたたずねま した。 「什分 の一 はど うす るんだ ね。」 私 た

ちは， もらったお金 がほんのわずか だったので， たまごの こ

とでおそわ った什分 の一 の ことをす っか りわすれて しまって

いま した。 しか し， お とうさんはそれを， もういちど私 たち

に教 えて くれたので した。 それか ら私 たちは，か じゅ園 を通

り，針金 の囲いを くぐりぬけて， かん とくさんの ところへ １０

セン トずつ もって行 きま した。 かん と くさんは，私 たちの什

分の一を うけとり， りょうしゅう書 を くだ さいま した。

私 た ちの家 にはか じゅ園があ り， くだ ものは， どんな もの

で もありあまるほ どた くさん とれま した。 で も， それはまた

小 さいこどもがはた ら くの には，たいへんな仕事 で した。 も

もが大 き く甘 くな ったので，おかあ さんは， 冬にそなえて も

もをびんづ めに して ち ょぞ う庫 に入 れま したが， それ もい っ

ぱいにな って しまいま した。そ こでお とうさんは，私 た ちに

そのい くつか を売 るように言 い ま した。私 は１２歳 でア リスは

１０歳，私 たちはまた売 りに出か けることにな りま した。

私が木 のて っぺん にのぼ り，い ちばん大 き くて赤 い ももを

い くつか取 りま した。

ア リスはそれ を箱 の中

に入 れま した。 そ して

馬車 にきち ん と つ ん

で， ６マイル もある ピ

マまで売 りに行 きま し

た。 そ こには しんせつ

な女 の人 がた くさんい

ま した。す ぐにぜんぶ

２２

、

売 れたので，私 たちは家へか え りま した。 お金をかぞえた ら

５ドルあ りま した。 その ころはク リスマスが まちか にせ まっ

ていたあで， ア リス と私 は大 よろ こびで家族み んな のた めに

贈物 を しよ うと話 し合いま した。

家についてに こに こしなが らそのお金 をテーブル の上 にの

せ ると，お とうさんはまた私 たちに， 「什分 の一 をけいさん

したかな」 と言 って くれま した。 そ うして もちろん，私 たち

は計画 した ク リスマスのプ レぜ ン トのお金 を少 しけんや くし

な ければな りませんで した。 あせをかいた馬を牧 場 に も ど

し，に ぐるまを小屋 にお き， くだ ものを入 れておいた箱 を し

まいこむやいなや，私 た ちはか じゅ園を通 り， 囲いを こえて

またかん と くさんの ところへ行 きま した。

高校 のとき，私 は 自分で働 かなければな りませんで した。

１６歳 ごろだ った と思います。私 は， ア リゾナ州 のグ ローブ と

い う大 きな こう山町 に行 きま した。そ して， そ こで １日に ２

回 の乳 しぼ りの仕事を して働 きま した。 その ころ，私 たちに

は機械 はな く，手で乳 しぼ りを しま した。私 は１８頭 か ら２８頭

くらいの牛 の乳 を しぼったり，牛乳か らク リー ム を と っ た

り，び んにつ めた り，

また ミル クかんやびん

を あ らい，家 ち くにえ

さをや り， そう じを し

た りしま した。 これ ら

の こ と を や り，食事

と，寝 ると ころがつ い

て， １ヵ月４７ドル５０セ

ン トもらっ て い ま し

た。

私 は今 はいちにん まえです。何 も私 の じゃまをす るものは

あ りません。 は じめての給料を も らった とき，私 は 自分 に こ

うたず ねま した。 「私 は什分 の一をは らうべ きだろ うか。 は

らわな くと もいいのだ ろうか。私 は毎 日のお金 を銀行 にあず

け るために家 に送 り， あずか り書 と小切手 帳を受け とってい

ま した。私 は小切手帳 のお金を数 えて，は じめての給料 を什

分 の一 としてか ん とくさん に出 しま した。

主 はや くそ くされ ています。 も し子供 た ちやお とうさん，

おかあ さんが正直 に什分 の一をは らえば，た くさんのめ ぐみ

を受 け るで し よう。私 は，主がいつ もや くそ くを守 って くだ

さることをよ く知 っています。
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ジ ョンの くつは修理 しなけれ ばな りません で した。

彼 はス テー ンの丘 を登 った りお りた りして， くつをす

りへ らして しまったので した。 その丘 に，彼 はおか あ

さんの アンナ ・ウ ィッツォー と ２歳 の弟 のオズボー ン

とい っしょに住んでい ま した。オズボー ンが生 まれ て

た った ２カ月の とき，お とうさんは死 んで しま ったの

です。 その後一家 は， ノル ウェーの海岸 か らいちばん

離れた 島であ塔 フロヤか ら本土に移 り，大聖堂 のある

市 としてよ く知 られてい る トロンヘ イムの小 さなアパ

一 トに住み ま した。 ２人の小 さな少年 とお か あ さ ん

は，美 しい古い町なみを とお して，港や海 へ向か って

ジグザ グにのびてい るフ ィヨル ドを ときどきながめ ま

した。

ジ ョンがす りきれた くつを見 せた とき，おか あさん

は近所 の人 にだれ か くつ をな お して くれ る入 はいない

か どうかたず ねま した。 その人 はいい人を知 ってい る

と言 い，少 したつ とひ とりの少年 が来 ま した。そ．の少

年 は くつ屋の息子 で， くつを受 け とる とお と・うさ．んの

２３



ところへ 持 って行 きま した。 ２， ３日して， その少年

は ジ ョンの くつを きちん と修理 して持 って きま した。

す ると くつの先 の方 に，小 さな見 なれ ない紙 きれが お

しこまれ ていま した。

叉ジ
ョンの父親 は校長先生 で した。死ぬ前 に，彼 は小

さい息子 に読む ことを教 えま した。 しか しその紙 には

読 めない字 がた くさんあるので，何が書いて あるかわ

か りませ んで した。

次 の 日， おか あきんはほか の修理 しな ければな らな

い くつ の包 みをかかえ こんで，３０分 もある道 の りを く

つ屋 まで 出か けて行 きま した。

くつ屋 か らもど った おか あさん は，いつ もよ りず っ

と口数が少 な く，それか ら２， ３日の間何か考 え こん

で いるような，不安な ようすで した。

くつ屋 の息子が ２番 目の くつを持 って きた とき， ま

た別の紙 きれが お しこまれてい ま した。 ジ ョンは． お

か あさんがその紙 きれを何度 も何度 も注意深 く読 んで

い るのを知 ってい ま した。

次 の 日曜 日，おかあ さんは くつ屋 の丸 木小屋 にある

集会に出 る間，私 たち子 どもを見 ていて くれ る人 をさ

が しま した。

おかあ さんが， ジ ゴンの くつの中に入 って いた紙 き

れのわけをたず ねには じめて くつ屋 に行 った ときに，

その くつ屋 が話 した ことを知 った のは， それか らまも

な くの ことで した。

「私 が， こどもの くつ の底 よ りもも っとずつ と価値

のある ものをあなた に与え る ことがで きると した ら，

さぞお どろかれ る ことで しよう」 とい うもので した。

その紙 きれ は， モル モン教会の伝道のパ ンフレ ッ ト

で した。 そのようなわ けで， ジ ョンとおか あさん と弟

は，末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教会の会員 とな ったの

です。 しふ し，親せ きや友だ ちのだれ もが教会に入 る

ことに賛成 しなか ったばか りか，みんなが アンナや少

年 たちに対 して不親切 にな って しまい ました。

２４

、

２年後， ウ ィッツォー一家 は１２人のノルウ ェー人 の

聖徒たち とともにノル ウェーのオス ロを去 り， アメ リ

カへの長い旅に出 ま した。１１歳 のジ ョンは，北海 をわ

た った ことや，英国の中部を横切 った煙 っぽい旅， リ

バプールでの ３日間の見物，大西洋 の航海， またニュ

ー ヨー クか らユ タ州 の ローガ ンへ の長 い汽車 の旅
，そ

してその地 に定着 した ことな どす べてを 日記 に書 いて

い ま した。 この土地 で， ジ ョンは家族を助 けるため に

さまざまな仕事 を さが しま した。 おかあさんは，毎 日

の生 活に必要 なお金 や息子 たちの教育 のために，洋服

の仕立 てを した り， そのほかできる ことを何で も しま

した。

ジ ョンは１９２１年，彼 が４９歳 の時使徒 に召 さ れ ま し

た。 当時彼 はユ タ大学 の学長で あ り， また ローガ ンに

あ るユ タ州立大学 の学校を もつ とめた ことがあ りま し

た。彼 は，小 さい時 か ら教

育 を受 ける ことが目標だ っ 儀

た。とを何度も話 しま し 磯

た。 ジ ョ ン・Ａ ・ウ イ ツツ オ

ー は いつ も教 会 の 偉 大 な 人 ［

として思咄 されることで ノ

しょう。彼 は著書「陽の照 り

輝 く国 にて」 （Ｉｎ ａＳｕｎｌｉｔ

Ｌａｎｄ） の中で次 の ように言 って います。 「私 に とっ

て学ぶ ことは本当の楽 しみで した。読書好 きは私が少

年時代か らの もので した。一 日の仕事が終わ り，書物

の中の偉入 と会 うのを とて もうれ しく思 いま した。 ま

た私 は，新 しい知識へ の とび らが開かれてい る若者 を

少 しうらやま しい気持 で見 ています。

ジ ョンの くつを修理 して くれた ノル ウェーの トロン

ヘ イムの くつ屋 は， ジ ョンの家族 に， くつ底 を修理す

ることよ りはるかに価値の あるものを与 え た の で し

た。彼 は偉大 な作家，教育者，指導者 ，友 として教会

の助 け手 とな ったので した。
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秋の暖かい土曜 日の ことで した。 もうす ぐ何週 間か

の間，太陽の光が あま りあた らない冬が来 ます Ｑ空は

オスロの町を明 るい冷たい輝 きでつつんでい る太陽を

お しむ子供た ちの笑い声や ざわめ きで満 ち て い ま し

た。

マーテ ィン ・ル ッ ドは陽気 な子 どもで はあ りません

で した。彼 はほほづ えをつ いて，だ んろの 中で はねた

り踊 った りして いる明 るい炎 をみつ めてすわ って いま

した。明 るい炎 は，部屋 の暗 いふ んい気を のぞいて く

れ るよ うで した。 しか しマーテ ィンの顔か ら暗 さを と

りのぞ くことはで きませ んで した。

マーテ ィンの姉 の ソーニ ァが古 いノル ウ ェーの歌 で

「ピア ・フ ィ ドラ」 の歌 を歌 いなが ら二階 か らお りて

きま した。

彼女はすわ ってい る弟を見 て言 いま した。 「太 陽が

照 って る間 は外 に出な さいよ，マーテ ィン。す ぐに暗

くな って しまうわよ。い らっしゃい。 まるで親友 を失

った ような顔 を してそんな ところにすわ っ い て な い

で Ｑ」

「そ うなんだよ」 とマ ーテ ィンは答 えま した。 それ

か らま っす ぐ立 って，おねえ さんの顔 を見 ま した。

「いや，友だ ちをな くしたん じゃない。ただ，ぼ くにひ

どい ことを したんだσぼ くは彼 よ りも成績 が よか った

んだ。何の ことかわか るかい， ソーニ ァ。ア ン トンの

レ リーフ地図 はぼ くの よ りず っとよか った。だか らぼ

くが とって もほ しか った賞品の スキーは彼が も らうん

だ。」

「まあ， マーテ ィン。」 ソーニアはい らい らし な が

ら答 えま した。 「ア ン トンの ことを喜 んで あげなさい

よ。 とにか く， どう してわかるの。 あなたの地図 はき

れ いだわ。審査員 が どう決め るか， どうし て わ か る

の 。」

「わか るさ。」 マーテ ィンはがん と し て 言 い ま し

た。 「もしぼ くが決め るんだ った ら， ア ン トンに賞品

をや るよ。だ って，彼 の地図はぼ くのよ りず っといい
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マーテ ィンは部屋 に もど りま した。彼 は一生 けん命

作 った ノル ウ ェーのレ リーフ地図を見つめ ま した。そ

れ はきれ いな地図で した。たいへん注意深 く彼 は自分

の国 の りんか くを描 いたので した。 ノル ウ ェーが フ ィ

ンラ冶 ドを とりまいて いる北東部 の カーケ ンスか ら南

西 部の海岸 のス タバ ンゲル， そ して オスロ， さ らにノ

ル ウ ェー とスウエーデ ンの国境 にそ って描 いて い きま

した。小麦粉 と水 で こね粉を作 り， それ らを緑色 にぬ

りま した。 とい うのは， この地図 は夏 のノル ウェーを

表 わ した ものであ ったか らで した。彼 は寒 い北部 の地

方すべて をおお って い る雪を表わす のは灰色 に白を ま

ぜ て使 い ました。

フィヨル ドは，全部 を作 る ことはで きませ んで した

が，大 きい フィヨル ド， た とえばハ ルダ ンゲル ・フィ

ヨル ドや ソグネ ・フィヨル ドな どは，で こぼ こした入

江 の水 の色 を濃 い青色 にぬ って作 りま した。低 い坂 の

上 にあ る小 さい色 のつ いた点 は，夏 の間はなやか に咲

いてい る花 を表 わ していま した。 この季節 は，太 陽が

実 に ６週 間 もしず まない楽 しい時です。

地 図をよ く調 べてみ ると， なお したほ うがいい とこ

ろが見 つか りま した。 しか し， なお したあ とで も，彼

の地 図は友だちのア ン トンの地図 ほ どきれ いで はあ り

ませ んで した。 どうい うわけか， ア ン トンはいろいろ

な小 さな ものを た くさん書 き入れ ることを考 えて いた

のです。 ア ン トンは， フィヨル ドの暗 い峡谷 の ところ

に海賊バ イキ ングの小 さい船 を書 いた り， また大 きな

都市 であ るオス ロやベルゲ ン， トロンヘイム， ス タバ

ンゲルな どをたいへ んわか りやす く表 わ し て い ま し

た。

月曜 日にマーテ ィンは， 自分 の地 図を荷車 につ んで

学校 に持 って行 きま した。 そ こには他 の子 どもた ちが

作 った地 図がおいてあ りま した。みんなテーブル のま

わ りに集 まって，地 図を調 べていま した。 マーテ ィン

は自分の地図 とアン トンの地 図が一 番いい とみんなが

２７



明 らかにされた福音の真理 とを比較す

るとどのように違 うか。私たちの決定

をするはかりとして，常に福音を役立

たせようではないか。

私たちには指導者 となり， この世の

他の人々を導 く光 となる責任がある。

過去において，諸々の国民は霊的な事

柄に関する知恵 と安定性のある人々の

導きを求めた。そして今日急激な変化

に直面 している中で，社会は永遠を見

通す立場に立 って物事を判断 して くれ

る指導者を必死になって求めているの

である。私たちは福音を理解 し，これ

を遂行するならば，特別にこの指導者

の地位につ くのである。

知恵の言葉や福祉計画，また若人の

ための偉大なプログラムがあるために

私たちは特異な人々と思われている。

私たちは昨日も今日も明日も，いつま

で も同じにましまして変わることなき

神 （モルモン９：９参照）また古代に

おいてそうであったように，今日，神

の予言者に語 りたもう神を信 じている

点において私たちは特異である。

イエスは人生の権威者である。イエ

スはすべての若人が物事の真の姿，物

事が現在に至った次第，および将来に

ついて知るよう望んでおられる。真の

末日聖徒は道を踏み誤ることはない。

私たちには聖書があり，モルモン経が

ある。私たちには教義と聖約，高価な

る真珠として知られている現代の啓示

について書かれた本がある。私たちに

は今日，この変動の激 しい世界にあっ

て私たちを導 くために，神から啓示を

受ける者として生ける予言者がおられ

る。私たちは監督やその他指導者の地

位にある者 として働 く献身的な人々，

および若人を導 き助言す ることに主と

して関心を抱き，それを責任 とする人

々を与えられている。

福音を恥 としてはならない。取引や

労働の場において教会の標準に言いわ

けをつけてはならない。私はこれを知

っている。私はこのことを経験 してき

た。私は２０年間牧畜業に携わった。

そこでは国際会議，実業界の会議，

地方会議があり，第一にすべき仕事は
「レセプション」あるいは「社交」として

３０

計画 された宴会であった。 このような

会議はホテルや公共の集会場で開かれ

酒宴に加わるようにするために非常な

圧力がかけられた。 しかし， このよう

な宴に参加する必要はない。そしてあ

なたがこのような圧力に抵抗する時，

人々は，あなたが自分の信 じる原則に

従って生活する力を持 っていることに

対 して尊敬するということを私は証す

る。私が知 っているようにあなたが た

もそのようなアルコール飲料が必要で

ないことを知 っている。また，私がア

ルコール飯料を拒否すると同じように

あなたがたもこれを拒否す ることがで

きる。そ して，人々が私に言ったと同

じように，彼 らはあなたにこう言うで

あろう。 「私は酒を飲まない君を尊敬

するよ。私 もそうしたいんだが」と。

私は私たちの信 じているところに従

って生活することが大切であることを

知っている。また，自分を信頼 しても

らいたいと他の人々に言うことができ

る時，それは人々に対 してどういう意

味を与えるのかを知っている。 「人は

自分のまいた ものを，刈り取ることに

なる」 （ガラテヤ６：７）という意味

で私たちは自分自身の創造主である。

人生においてこれを知ることほど大切

なことはない。この原則は時に，刈 り

入れの律法と言われている。

バーナー ド・バルークはこの律法を

次のように言った。 「人問の享受でき

る唯一の自由とは自分自身を鍛える自

由である。」すなわち，敵により奴隷制

度や専政制度を押 しつけられるのでな

く，自分を訓練する権利を失わないよ

うに私たちは戦っているのである。

全人類にとって恐ろしい敵はサタン

である。サタンは私たちを完全にしい

たげるための下劣で有害な習慣をもっ

て私たちを奴隷にしょうとしている。

そして， もしこれに打ち勝 た な け れ

ば，サタンは私たちが この世と永遠に

おける真の使命を成就するのをはばむ

であろう。

神は教会の若人に信頼を置いておら

れる。また，神は若い男性をその業に

召 し，彼 らが義務を果た し，交際する

若い女性に正 しい模範を示すことがで

きると信 じておられる。神はこの世に

住む私たちに，この地球 と他の世界を

創造 されたと同じ力を与えたもうたの

である。その力 とは紅海の水が分けら

れたと同じ力であり，雨が降 らないよ

うにするためにエライジャが天に封を

したのと同じ力であり，また，イエス

が盲人の目を開け，足なえを歩かせ，

死んだ者に新 しい生命を与えたもうた

と同 じ力なのである。

この力を持つ若人はこの世にある数

多 くの国民にイエス ・キ リス トの福音

を宜べ伝える準備をすべきである。ま

た若入は自分の生 き方を通 して，交わ

る人々の中にあって宣教師 となるよう

に準備すべきである。イエスは言われ

た。 「もしわたしの言葉のうちにとど

まっておるなら，あなたがたは，ほん

とうに私の弟子なのである。」（ヨハネ

８ ：３１）アロン神権は単なる若人のた

めのプログラムではない。アロン神権

は来たるべき大いなることのため，ま

た，大神権に伴う責任 のために備えを

するよう若人に与えられている。これ

は天父が若人たちの進歩に関心を持 っ

ておられ，天父の子供たちを導 く若人

たちの力に関心を持っておられるしる

しである。一層の義と力を身につけな

ければ，いかなる若人 といえども神権

を受け，神権につける責任を勤勉に果

たすことはできない。神権は人格を形

成するものである。神権は若人が正 し

い概念と価値を持つよ う に と教えて

る。若人が神権につける義務を全力を

尽 くして遂行 してこそ，永遠の原則に

基づ くチャレンジと永遠の進歩を味わ

うことができるである。 このチャレン

ジは予言者ジョセフ ・ス ミスに与えら

れたみ言葉に示されている， 「神権の

機能は天の能力 と固 く結びつきて離る

べからざるものにして，天の能力は正

義の原則によりてのみ支配 し運用 し得

るものな り。」（教義と聖約１２１：３６）

すべての末 日聖徒が神 と永遠の生命

を得 る神の計画を知るようになり，昇

栄の喜びを得 る信仰の力を受けること

ができるのは，私たちが知 つているよ

うに義の原則 と福音に生きることによ

るのである。
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長老 との

質 疑 応 答

宣教師 となるには

どうす るか

質問 ’伝道に出るためにどのような準備を

したらよいでしょうか。

ダン長老 奉仕 したいという気持ちを持ち

なさい。宣教師は救い主の訓戒に従い，己

れをむなしくしてだれかに奉仕したいとい

う気持ちを持つことが必要てある。このよ

うな気持ちを持 って生活していれば，他の

あらゆる事柄はおのずとこれに増 し加えら

れるのである。奉仕 したいという望みを抱

き，心に正義の念を抱 くことは宣教師か持

つべき最も大切な特性てある。その人が証

と神 と救い主に対する信仰 とを持 って お

り，ンヨセブ・ス ミスが予言者であるとい

うことを確信 していることか前提条件であ

る。なぜなら，伝道地へ到着 した らす ぐ，

宣教師はこれらのことを証しなけれはなら

ないからである。伝道でりっぱな業績をお

さめている宣教師というのは多 くの場合，

改宗して ｉ， ２年にしかな らない人たちで

ある。私は，教会員としての期間の長さよ

りも，宣教師が強い証を持ち，心か ら主に

仕えたいと望む気持を持つということのほ

うが重要であると考えている。

質問 伝道に出るための準備をする際，障

害 となるものかあると思われます。それは

伝道に必要な費用の問題かもしれないし，

また家族の反対に会 うことかも しれ ま せ

ん。このような障害を克服するにはどうす

れはよいでしょうな。

ダン長老 伝道の費用は高額ではあるがお
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よびもつかない程高額てはない。太平洋諸

島地区の伝道部では １カ月に約６５トルから

７０トルの費用かかかる。また，世界の他の

地区の伝道部ては １カ月１２５トルから１３０ト

ルの費用が必要である。教会の若い人々は

自分で働いて伝道に必要な金額の半分ある

いは４分の ３を得る力を持っていることを

私たちは知っている。事実，伝道に成功し

ている宣教師や熱心な宣教師というのは，

経費を出資してもらっている人よりはむし

ろ自分の力で伝道に出ている人である。そ

して私は，このようなことかきわめて基本

的な人生の原則てあると考えている。すな

わち，自分で得たお金に対してはより賢明

にその使い道を考えるものである。宣教師

の場合も同じである。

お金のことが問題であれば，監督，長老

定員会，七十人定員会が時に援助してくれ

ることもある。利用できる手段を知 らない

人々はよく費用のことを問題にするが，費

用のことは重要な問題ではない。

両親から反対を受けることに関しては，

伝道に対する両親の反応は，それぞれの場

合に応じて少しずつ異なる。両親 と議論 し

たり，要求したり，おどかしたりしてもう

ま くいかないし，それは主の方法 で は な

い。それよりはむしろ，両親 とよく話 し合

い心の交流をはかることが最良の策てある

と私は考える。私はよくこれは感情的な衝

突，たとえば 「あなたがそう言 っても，私

はこうします」といったような強迫めいた

言葉使いから来る感情のもつれが問題であ

ると思う。そして，このような感情のもつ
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れはただ問題を大きくするだけである．伝

道とは個人的に成し遂げるものてある。友

人，特に監督やステーキ部長か若い人たち

のためにしばしば中に立つこともできる。

また，教会に反対 している非教会員の父親

や母親 と話 し合う場合にも，ホーム ・ティ

ーチャーの援助を得ることが望ましい。

どの地の伝道部長も，両親の支持を得な

い若い少年や少女が一度伝道に出ると，そ

の両親か変わり始めるということに気づい

ている。 このような両親にとって息子や娘

がかえって身近に感 じられるようになる場

合かある。伝道は家族をはなれはなれにす

るのではなく，む しろ家族の結びつきを強

めるのである。私にとって最も胸おとるこ

との １つは両親にとっても伝道か経験の一

部 となったために，福音に逆 らっていた両

親，あるいは非教会員，教会に不盾発な両

親が何人活発になり福音に興味を持つよう

になったかを知ることである。不活発てあ

った父親や母親が私のところに来て，家庭

内に起こったことについて私に感謝 したこ

ともある。 しかも，普通このような両親は

神殿にはいる備えをしていた。このような

ことはあなたかたか知っているより以上に

ひんぱんに起こっているのである。

質問 姉妹は伝道に出るへきて し ょ う

か。教会はこれを奨励していますか。また

姉妹たちの場合，長老たちと同 し位効果か

ありますか。

ダン長老 ’姉妹宣教師は多大な貢献をして

齢 欝
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いると思 う。私は過去 ３年間，この伝道部

を管理して特にこの印象を強 くした。

教会は若い男性が伝道に出るのをすすめ

ているほどに若い姉妹が伝道に出るのを一

般的に奨励していない。若い姉妹たちにと

って最も重要にして基本的な召しは結婚で

ある。歴代の大管長はそのように言ってい

る。しかし，若い姉妹が伝道に出ることを

望むならば，私たちは彼女が派遣されるよ

うできる限りの ことをするつもりである。

長老たちが１９才で召され，姉妹の場合は２１

才で召されるのはこのたあである。

姉妹宣教師の伝道も長老 と同様に効果が

ある。私は長老が姉妹宣教師をしのぐとか

姉妹宣教師が長老よりすぐれているとか言

うことはできないと考える。 しかし一方が

他方よりも効果をあげる場合がある。たと

えば，姉妹宣教師は長老たちが決してはい

ることのできない家にしばしばはいること

ができる。そして事実，姉妹宣教師は長老

たちが戸別訪問に費やす時間よりもはるか

に長く訪問先にいる。たぶん，人々は姉妹

たちを少し別な見方でみているのだろう。

姉妹宣教師には１，２不利な 事柄 が あ

る。それは，姉妹たちには神権がないので

ある仕事を長老たちに頼らなければならな

いことである。

姉妹宣教師は長老よりも寛大であり，相

手を理解する態度があるようである。また

姉妹宣教師はやる気を起こすこと，主に時

間を捧げることに関して長老たちよりもは

るかにチャレンジを受ける機会が少ないよ

うである。

質問 ：宣教師の１日のスケジュールについ

て説明して下 さい。また，なぜ宣教師はそ

のようなきびしいスケジュールに従 う必要

があるのか教えて下 さい。

ダン長老 ：詳細は地理的，文化的条件によ

って多少違うが，伝道部はすべて基本的に

はほとんど同 じ形式のスケジュールで行な

われている。ニューイングランドでは，宣

教師たちの起床時間は午前 ６時である。宣

教師はこの起床時間に１日のスター トを切

り，心 と体 と霊を活気づけるのである。宣

教師がその日１日の業を行なう準備をする

前に心身両面にわた ってなすべきこまごま

した準備がたくさんある。必要なことをす

べて行なうためには午前 ６時から始めるの

がよいようである。 この時間から１時間な

いし１時間半は身じたくをしたり，部屋を

掃除したり，朝食をとったりその他一般的

なことをする。

７時３０分か ら９時３０分までの ２時間は個

人学習や共同学習に費やす。私たちが要求

していることだが，私はほとんどの宣教師

は同僚 と机について １時間共同学習をし，

外国伝道部の場合は言葉の勉強を行なって

いると思う。宣教師たちはレッスンを練習

し，聖典やフラネルボー ドの使い方，戸別

訪問の時の話し方などを検討して，レッス

ンの進め方を研究しているので，いつも同

じことのくり返しという状態をさけること

ができる。換言すれば，宣教師たちは創造

することを学んでいるのである．個人学習

の時間は標準聖典に関する専門知識の修得

に費やされ，また 「基督 ・イエス」，「信仰

箇条の研究」，「奇しきみわざ」の勉強をし

たり，これらの書物と関連した学習プログ

ラムをいくつか研究 した りする。

９時３０分になると宣教師はアパー トを出

る。時間厳守 ということは宣教師の生活に

おいて非常に大切なことであるので，私た

ちは時間通りに宿舎を出るように強調 して

いる。これは宣教師を規律正 しくし， 自分

を系統だてるのに役に立つ。個人的な不平

は宣教師が自分の生活をうまく管理できな

いところから生じるのであり，うまく準備

計画している宣教師には不平は生じない。

それか ら， ２時間半の間，宣教師はパンフ

レットを配 ったり，いわゆる 「戸別訪問を

行なった り，紹介された人を訪ねたり，そ

の他の伝道活勤を行なう。

昼食後，さらに紹介された人を訪問し，

戸別訪問をし，家庭集会のために人々と約

束したりする。宣教師たちは午後 ５時まで

には再び夕食をとるために宿舎へ帰る。ど

の伝道部でもそうであると思うが，私たち

は宣教師たちが適切な栄養をとるように強

調している。

午後６時３０分か ら９時３０分までは レッス

ンを教えるのに最も効果的な時間である。

これは求道者と前もって決めていた約束の

時間に会い，また家族にレッスンを教える

時間である。教会は家族を単位 として教え

るように強調している。 ご承知の通 り，過

去において，ある婦人が教会に加わったが

その夫は加わらなかった。あるいは夫が加
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わって妻が加わらなかったとい うような問

題をかかえていた。それで，私たちは家族

をばらばらにしないで，家族全員を教会に

連れて来るように努めている。そして，父

親を含めた家族全員にレッスンを行なうよ

う強調している。宣教師たちは夜，家族に

レッスンをしてよい成果をあげている。

夜の９時３０分後の宣教師の生活はふつう

人と変わらない。もちろん， レッスンがは

ずんでこの時間を過ぎるという例外もある

が，宣教師たちは宿舎へ帰り，１０時３０分ま

でには床に就 く。午後１０時３０分か ら午前 ６

時まで睡眠をとれば，宣教師は元気で，活

動的で，また効果的な働きができるという

ことがわかっている。もしこの睡眠時間を

ごまかして，この定められた一定時問寝な

かったりあるいは寝すぎたりすると，だら

だらし始め，何をするのもおっくうになり

疲労し，インフルエンザやかぜにかかりや

す くなる。

私たちはこれらの規則を厳格に守るよう

に言っている。それは私たちが軍隊の軍曹

のようになろうとするからではなく，この

ような規則は，宣教師が最善をつくすため

にまた霊的に肉体的にそして精神的に備え

をなす上で最も効果的な方法であるからで

ある。教会はこの規則については １４０年間

の経験を有している。そういうわけで，こ

れは試行錨誤的な方法ではな く，実際的な

方法である。

質問 ：では，伝道期間は ２年が最：もよ く，

伝道は決 して容易なことではないとおっし

や るの で す か 。

ダン長老 ：そのとおり。伝道とは実に骨の

折れる仕事である。私たちはあらゆる神権

定員会において，また世界中のあらゆるモ

ルモンの家庭にあってはこの困難な伝道を

支持すべきである。

宣教師に与えられる大きなチャレンジの

１つは，普通ではない生活環境の中で生活

しなければならないということである。普

通の環境という点について私は男女関係の

ことを今老えている。私たちは宣教師たち

に，宣教師はデー ト，手を握 ること，キス，

ダンス，水泳，射撃，オー トバイ，スキー，

スケー トをしてはいけないと言っているの

である。そしてまだこの他にもしてはいけ

ないことがある。

そこで宣教師は新しい生活をすることに

なる。宣教師は自分の霊的な状態を維持す

るために，ある人々の心をかきたてたりす

るようなことを行なうことができない。悪

魔が策略を持 ってこれを利用することは，

私が今 ここにすわっていると同様に確かな

ことである。それで，宣教師には自己を抑

えて行動する事柄が２，３ある。

すなわち，生活情況が通常ではないとい

う束縛，宣教師が誘惑を受けるとわかって

いる地域につれだそうとしている悪魔の誘

い，自分が行使 していくべき自由意思を束

縛 されることなどがそれである。

若人が家庭で持っている問題，すなわち

道徳，言葉，神聖を汚すような，言行，俗

語，服装，負担，悩みあるいは感情的な問

ダ

題は，伝道に出る際にきわだったものにな

る。自己の良心と生活を一致 させるような

手段を講 じなければ，長所は長所となるが

弱点はますます弱点となっていく。

そして，私たちが伝道について教えるべ

きことはこれであり，私たちは弱点が長所

となるように若人を助けるべきである。私

たちは教会で 「いかに克服するか」につい

て学ぶたあに多 くの時間を費やしていると

いうことを感射する。多くの問題は人が自

分 自身を発見 した時に解決する。多 くの問

題は人が主 と十分に話をし，交わることが

できる時解決するものである。自分が福音

に対する証を持 っていることに気づ く時，

多 く助けがもたらされるのである。私たち

が家庭で制限を受けていたことはすべて伝

道においても制限を受けるということを銘

記しなければならない。また，それを認識

することが，問題を解決するにあたって最

初に取るべき段階である。

質問 ：あなたがここで伝道部長をしておら

れる間にごらんになったなかで，現在の伝

道プログラムの発展と最近変わったことに

ついて，気づかれたことを少し話して下さ

い。

ダン長老 ：一般的な原理は 伝道活動が １４０

年前に開始されて以来変わっていない。主

は福音をあらゆる国民，部族，国語，民族

に宣べ伝えるように，私たちに神聖な命令

を与えたもうたのである。 （モルモン経の

見証者の証および黙示１４：６参照）これは
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ご承知のとおりである。 しかしながら，主

は優先順を決められた。すなわち，予言者

により指示されたように，福音は最初にヨ

セブの支族にのべ伝えられ，それからユダ

ヤ人 と他の支族の中に伝えられ るの で あ

る。福音はすべての人々のためにある。そ

してこれが根本概念なのである。

数年前，教会は現在よく知 られている６

課にわたるレッスンを新 しく使い始めた。

この レッスンは宣教師たちが心の正直な人

を見つけるのに非常な効果がある。過去に

おいてはこれとは異なったレッスンプラン

を用いていた。それで，宣教師たちは３０課

から６０課にわたるレッスンを行ない，時に

は １００課以上のレッスンを行なったのであ

る。数年前までは，２，３年間にわたって

家族に教えることはめず らしいことではな

かった。そして レッスンとレッスン，この

間でフェローシップが行なわれていても，

宣教師たちはこのような人々が心か ら福音

を知 りたいと思 ってはいないことを知った

だけであった。それで今まで行なわれてい

たレッスンの主な要点だけを拾って ６課の

レッスンにし，これを教えることによって

福音を聞きたがっている人々とそうでない

人々をふるい分けるほうがよいと考えられ

た。

ふるい分けるということは主があらゆる

人々に注意を払われない，一また私たちが注

意を払わないということではない。そうで

はなく，私たちは主のみ言葉に誠実に耳を

傾ける人々を最初に求めているのである。

６課にわたるレッスンはそのように行なわ

れている。よく準備し，訓練され， 「みた

ま」を鋭く感 じる心を持 っている宣教師は

その人が福音を聞きたがっているのか，あ

るいは交際や伸間になってもらうことを望

んでいるだけなのかを２，３時間のレッス

ンで見分けることができる。

ここで率直に言わせてもらうが，私たち

は ５課あるいは６課のレッスンで福音を教

えようとはしていないのであ る。 わず か

５， ６課のレッスンで福音を教えることな

ど決してできるものではない。福音は生涯

にわたって学ぶべきものであり，すべてを

学んだ人はだれひとりとしていないのであ

る。福音をすべて知らないからといって活

発な末日聖徒になれないわけではない。行

ないと証は調和すべきものではないだろう

か。教会の力は教会員一人一人の証に基づ

いている。私たちが６課にわたるレッスン

で行なおうとしていることはきわめて単純

なことである。私たちは教会を知 らない人

にジョセブ・ス ミスが予言者かどうかを知

るためひざまずいて祈 り求め，神の導きを

通じてジヨセブ・ス ミスが予言者であるこ

とを知らせようと努力しているのである。

もしジヨセブ・ス ミスが予言者であること

を主から来る内なる確信によって心の申に

理解するならば，他のすべてもそのように

なるのである。そして，私たちは人にまた

私たち自身にもこれから後の生涯，教える

ことができるのである。またこれは神権お

よび他のあらゆる教会プログラムが意図し

ていることである。

質問 ：あなたが伝道を通じて得 られた経験

の中で最も価値ある経験はどのようなこと

ですか。

ダン長老 ：１つだけ選び出すことはむずか

しいが，主と自分自身とを見出した大勢の

宣教師を見ることが最も価値ある経験とい

うことができる。また，それらの宣教師が

自らの知識と証によって非教会員に福音を

宣べ伝えているという祝福を第２の祝福 と

考える。私の居間にすわり，心を動かされ

て涙なが らにここまでにいたったことを教

会と私たちすべてに感謝している人々がい

るということは，金や高い地位 あ る い は

その他のものにかえられないことである。

せんじ詰めれば，人々が主の助けによって

この福音が真理であることを知ることがで

きるように，あなたが持っているものを誠

心誠意で単に分ち合うというだけの ことで

ある。私は福音が真理であり，神が生きて

おられることを知っている。教会にいる私

たちすべては事実，主から信頼 されている

僕である。あなたがたはだれもこのことを

一瞬たりとも疑 う必要はない。私たちは求

めているすべての人々に喜びと平和をもた

らす福音を日々，そして生涯にわたって言

葉と行ないとを持って宣べ伝えるように召

されているのである。

七十人最高評議員であるダン長老はニュ

ーイングランド伝道部で伝道部長の務めを

終えて最近帰還 した。これはダン長老が伝

道に出ようと考えている若い人々にとって

最も関心のある問題に答えたものである。
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＿ こ数日間，私は力に浴れた偉大
一
なメ ッーセージにつ いて考 えて

いた。それは 「……主 な るわれは，彼

〔ハイ ラム ・ス ミス〕 の心 実直 な る故

に彼 を愛す。 また彼 はわれの前 に義 し

きことを愛す る故 にわれ彼 を愛 す…」

（教義 と聖約 １２４：１５）で あ る。義 し

きことを愛す る者 であ ることは何 とい

う祝 福で あろうか。今 日の社会 にあ っ

て私 た ち多 くの者 が，妥協，合理主義，

主体 性のない追従 ，および 自己弁護 の

中に生 きてい る傾 向があ るよ うに思 わ

れ る。何 で も受 け入 れ， 自分 に都合 の

よい ものを愛 する ことが義 を愛す る こ

とに取 って代 わって きた。 ある人 々は

安全 な道 は義 の道 と滅びへ の道 との間

にあ ると思 い違 いを して いる。 また あ

る人 々は，完成へ の道 は妥協の道を ま

っす ぐに進む ことだ と確 信 してい るよ

うに思われ る。

先 日ある母親が大学生 の息子 の行 な

いの ことに関 して，満足気 な穏 やかな

調子 で このよ うに言 って いた。 「ちっ

とも勉強 していないみたいなんです。

でも学躍紛争に参加していませんか ら

ね。」窃盗罪で投獄されていたあ る囚

人が，もう １人の囚人をさして，自分の

方が優位だといわんばかりの調子で次

のように言 った。 「少なくとも俺はあ

いつほどは悪 くない。あいつは第二級

殺人罪でここに来てるんだ。」またある

万引 きは，他の万引きが洋服を盗んで

有罪を宣告されたのに比べて，自分は

帽子を一個盗んで懲戒を受けただけだ

ったので，ほとんど罪悪感を感 じなか

った。 「私は １日に煙草 ２箱をのむが

麻薬はやっていない」 と言う人は，ど

んな気持で言っているのだろうか。

世にならわせ，何でも試みさせよう

とする世間の圧力は，年配の人にも若

者たちにも現実に大きな力を加えてき

ている。１２， ３歳の子供たちの中にさ

え麻薬の使用者がいるという事実を知

る時に，多 くの人々は驚 くのである。

もっと驚 くべきことは，麻薬を使うよ

うに若者たちを誘 う時に用いられるか

けひきである。私はこの悪い遊びに足

を踏み込んでいた若者から，次のよう

な言葉が一般的に使われていることを

聞いた。 「麻薬は君が生きていかなく

ちゃいけない汚れた世の中から逃がれ

られる楽 しいものだよ。」「麻薬は孤独

な人間の友だちだ。」， 「麻薬を飲めば

物事をわきまえることができるよ （他

人に惑わされることもないよ。）」 「麻

薬は仲間だ。」

私は全身全霊をこめて申し上げたい。

これら心身を傷つける道は悪への道で

ある。若人たちは，麻薬を飲み幻覚症状

を起 こす と，美 と滅びの間を安全に歩

めると信 じこまされているのである。

多 くの若者は麻薬を常用するために

無気力になっている。麻薬は人間の価

値観をうばうものである。麻薬を使用

している若者は，培養基のようなもの

である。

麻薬常用や他の社会問題に目を向け

る時，皆さんがその兆候よりもその原

因に注意を向けるようお勧めする。



若者が自分，あるいは友人に向かっ

て 「なぜ麻薬を使用してはいけないの

だろうか」と質問する時，彼は的はず

れの質問をしているということができ

る。彼が本当に知 りたがっていること

また知 らなければならないことは，「一

体なぜ私は興奮剤や鎮静剤などを欲 し

がらなければならないのだろうか。虚

偽の邪悪な世界に今逃避 したくなるほ

どの不幸が私の生活にあ るの だ ろう

か」という．ことである。 もし私たちが

親 としてあるいは友人 として， このよ

うな若者たちに，麻薬が悪いことであ

り不道徳なことであることを忠告 して

も，なぜ彼 らが現実 とひきかえにこの

ような悪い代用品へ と方向転換 したの

かを理解 しようとしなか ったら，若者

たちは結果的には麻薬にふけり，麻薬

が大きな不幸の原因であるとは気付か

ないのである。私たちは愛す る者たち

が，この現実生活から離れ去 って，見

知 らぬしかも危険な麻薬常用の世界へ

向かう理由を知 らなければならない。

健康で立派な快活な若者たちが薬で自

らの行動を制御するようにしむける原

因は何なのだろうか。家庭や学校，仕

事，教会にある，逃避 しないでい られ

ないような不快なものとは何だろうか

私たちがマリファナやＬＳＤ，スピ

ー ド，ヘロインなどの問題に直面 しな

くとも，他の逃避手段に直面するであ

ろう。なぜなら，私たちの中には兄弟

姉妹，あるいは親 友人，教師として

彼 らが求めている信頼や愛を与えるこ

３６

とができない人がいるか らである。ま

た私たちの中にあらゆる人が欲 してい

る家庭における安堵，：尊敬，関心を生

み出そうとしていない人がいる。 しか

も， このような人たちこそ教会が教え

ている以上に，愛に満ちた家庭生活を

必要 としているのである。

若い人たちに義を愛することについ

てよく教えることができる場所は，幸

福な家庭をおいて他にない。私たちが

父親，母親，兄弟，姉妹が心から互い

にいたわ りあう，好ま しい人間関係の

備わった家庭の雰囲気を作り出すなら

ば，若者たちは決 して他の 「仲間」を

求めないであろう。

両ｉ親である皆さん。日常生活の緊張

感を払いのけるために麻薬が必要であ

るという考えに若者がいつもさらされ

ることのないように しよう。麻薬に関

して恐れを抱かせたり，麻薬を使用す

ることが恥であると思わせるより，麻

薬に関する実際的な知識を絶えず強調

すべきである。私たちは子供たちが愛

をな くしたり，わがままにならないよ

うに育てなければならない。また私た

ちは子供たちの能力に応 じて責任を与

え，子供たちの出会う困難から守るた

めに過保護にならないようにしなけれ

ばならない。ある父親や母親は確かに

風をまいて，つむじ風を刈 り取ってい

るのである （ホセア８ ：７参照）。

家庭生活の真の目的を固 く持ち，一致

の種をまき，喜びを刈 り入れようでは

ないか。

誘惑や チャ レンジに遭遇す る時，そ

れはその若者 ばか りで はな く両 親に と

って も苦 しい試 しの時 なのであ る。 し

か し若者 たちが，忍耐強 く神の道を求

める ことによってのみ豊かで幸 福な生

活が もた らされ るとい うことを学ぶ た

めに， この時 ほど家庭での愛や，理解，

受 け入れ ることが不可 欠な時はないの

で ある。

私 たちはもう一度神の道 がま っす ぐ

で あるという偉大な真 理を確認 すべ き

で ある。 この道は私 た ちに安全 を もた

らすばか りではな く，幸福 へ， また永

遠の進歩へ と導 くので ある。

このま っす ぐな道を進 む ことについ

て話 す時，私 は ２， ３年前 ユタ中部 に

いた頃に １人の友 人 と共 に経験 した事

柄を決 して忘 れ ることがで きない。彼

はアメ リカラィオ ン狩 りが趣味 であ っ

た。他 の仲間や，頼 りにな る馬，銃，

よ く訓練 した犬な どを連 れて，彼 はよ

くライオ ンの足跡 を追 った り， ライオ

ンを捕獲 す るために使 う木 を探 した り

した ものであ った。 あ る日私が彼 の仕

事場 を訪 れ ると，物置 きに大 きな １匹

の猟 犬がいた。私 は 「すば らしい犬 じ

ゃないか」 と言 った。す ると彼 は 「も

う出てい くんだ。 あいつ の じゃまをす

ることはできん」 と答 えた。そ こで私

は 「どうしたんだね」 と尋ねた。

「私 はあいつが小犬 の頃か らライ オ

ンを追 うよ うに訓練 した。 あいつは私

の考 えて いる ことを理解 した。私 たち

が最近 ３日間 の狩 りに出掛 けた時，あ



いつは鹿やコヨーテ，最後に出くわし

た数羽のうさぎにも目をくれず， とう

とうその日は狩りの機会をのがしてし

まった。あいつはライオンの跡をつけ

なければならないことを知 っていた。

私たちの仕事はライオンを捕えること

なんですよ。そりゃ，あいつを売 るん

だった ら安 くしか売れませんがね。」

私たちは行 く手を横切る麻薬のよう

な気晴 らしによって，何としばしばよ

くない道へ誘われることだろうか。私

たちは，もっと先に進めば大きな目的

が達成できるのに，手近なところで捕

え られそうな 「うさぎ」を求めている

ことがないだろうか。

麻薬の問題は今や深刻であり，教会

もこの問題に対 して大きな関心をいだ

いている。家族，親，教会役員はこれ

らの害悪を避けたり処置するために，

あ らゆる努力をすべきである。麻薬使

用者は，この広範な世界のほとんど一

集団をなすほどにまで増加 しつ つ あ

る。麻薬使用者の集団に属 している人

々は自分たちを社会の他の人々と区別

しようとして年令にかかわらず，奇抜

な衣服，髪型，その他の型にはまった

事柄をする傾向がある。

しか し彼らが極端な行動で攻撃的に

なった り，私たちの忍耐の度を越えな

い限り，私たちが彼らを傷つけるとし

て も，ただ彼らを私たちの集会や一般

の友人関係から拒否することで傷つけ

るにすぎない。、私たちは正 しい生活を

している多 くの人々を犠牲にしてまで

悪事を働 く者たちを極端に宣伝するよ

うな誤 ちを避けるようにすべきである

同時に，私たちは大きな病根 となっ

ているものに対 して，むやみに反応を

示さないようにすべきである。事実教

会内外を問わずすべての若者に麻薬の

ことを教えてきたきらいがある。私た

ちは知 らず知 らずのうちにた くさんの

広告によって，若者たちに麻薬を得る

手段や場所を教えていたのである。

教会は，麻薬問題 と戦い，処理 しよ

うとしている立派な人々や組織を認め

支援 している。監督や他の神権指導者

は，麻薬使用者が治療 と社会復帰の手

段を見出せるよう援助しなければなら

ない。

人々が麻薬に好奇心を持 ち，それを

使い始めたら，福音の基本的な原則に

ついて暖 く愛情をもって教えることに

より，その家庭や個人的な生活を強め

るよう助けるべきである。若者たちは

決断力のある指導を待ち望んでいる。

私たちは迷える人々を，彼 らが現在い

る場所から引き戻 さなければならない

私たちは他の人々にも絶えず義を選び

主の道を歩むよう教えなければならな

いｏ

麻薬は非常に深刻な問題であり，教

会は主のみ手にあってみ心通 りに動 く

道具である。けれども私たちはたとえ

それが深刻な問題であろうとも，大き

な罪悪の兆候にすぎない問題にとらわ

れて，永遠の最 も価値ある道から離れ

るべきではない。

崇高な行ないの標準は常に義に対す

る愛に基づいている。いかなる形であ

って も悪は決 して幸福へ導 くことはな

い。天もな く地獄 もな く，妥協 と便宜

主義のみが唯一め幸福の道につながる

ものであるなどと信 じこませようとす

る人々に私たちは気をつけなければな

らない。サタンは実在 しており，力が

ある。麻薬の常用はサタンの道具の １

つである。サタンは人をおとそうとし

その狭猜 さによってすべての人類を神

から遠い存在にしようとしている。だ

まされないようにしなさい。神は生き

たもうのである。神によって私たちは

すべてのことを成就するこ とが で き

る。私たちは麻薬の罪や正 しい標準を

まげるという罪にまき込まれてはなら

ない。それよりもむしろサタンのすべ

ての道を避けるように しなければなら

ない。

天父は私たちが義を行なうことに大

きな関心を持 っておられ，私たちが天

父の助言を求めるならば，私たち一人

一人にしるしをもって祝福 したもうの

である。私たちがただ正 しく導いて下

さるよう願 うだけで，主が具体的に示

して下 さると約束 したもうたことを私

たちは知 っているだろうか。教義 と聖

約第 ９章 ８節には，主の約束が記され

ている。

「されど見よ，われ汝に告 ぐ，汝心

の中によ く思い計 り，そ の後願 うこと

もし正 しからば汝願わざるべからず。

願うこと正 しからば，その時われ汝の

３７

’



心を内に燃やさん。 これによりて汝に

その正 しきを感ぜ しむ。」

兄弟姉妹，私たちが 日常生活におい

て決定を下す際に神の導きを求めない

ならば，私たちは自分の受ける祝福を

危 うくし，またもっともらしい理屈を

つけて，確実で安全な道か ら離れよう

としているのである。

主は私たちが主 により頼み，主の道

に従って歩むな らば，私たちが幸福を

求める時に助けを与えることを約束 さ

れた。豊かな生命は私たちが主により

頼む時に自分のものとなる。私たちが

日々自分の持つ神権の召 しを全力を尽

くして遂行 し，才能を分ち合うならば

サタンは私たちに対 して何の力 も及ぼ

すことができず，私たちは天父の力に

よってすべての正 しいことを成 しとげ

ることができる。アルマ書２６章１２節の

中で，アンモンは彼の兄弟アロンに戒

めを与え，安全をもた らす生活のあり

方を示 した。 「私は自分が取 るに足 ら

ない者であることを知 っている。私の

能力は弱い。それであるか ら，私は自

分のことを誇 らないでただ私の神のこ

とを誇る。それは神のたもう能力によ

って何事もすることができるからであ

る……私たちはとこしえに神の御名に

この誉を帰して讃美する」私たちは永

遠の幸福な生活をす るためには，イエ

ス ・キリス トの福音に従って生活 しな

ければならない。

最近のある総大会の後，心配そうな

様子を した母親が私の所へやってきて

３８

このように言 った。 「私は ｒいかなる

成功 も家庭の失敗を償 うことはできな

い」 という言葉の意味を知 りたいので

す。」その人が反抗的で道をふみはず し

た娘のために，心に重荷を負っている

のを知って，私はその言葉の意味を教

えた。私たちが互いにあきらめた時家

庭の中に失敗が生 じ始めるということ

を私 は確信 している。私たちは努力 し

なくなった時に失敗する。 私 た ち が

愛，忍耐を経験 しながらも勤勉に努力

しているな らば，たとえ一見不和であ

り，進歩 していないように見えても，

家庭の失敗を招 くことはない。息子，

娘，母親，父親のことを見放す時に，

私たちの失敗が始まるのである。

２， ３日前，私はアリゾナ州グラン

ド・キャニオンのふもと，スーパイに

何人かのレーマン人の友人を訪問する

といううれ しい責任を割りて られた。

峡谷の小道を進んでいる時，私は人気

のない奥地に逃避する所を求めて旅行

している数入のヒッピーの若者たちに

出会 った。彼 らの話によると，彼 らは

すべての人，すべてのものか ら離れる

ために，麻薬と基本的欲求との力を借

りてこの地へ来，この地にあきてくる

とまた別の土地へ行 くということであ

った。 「だれも僕たちのことを気にか

けませんし，正直言って僕たちも家庭

のことは気にしません。」彼 らはこのよ

うに言い残 して行 った。私が今言 つた

言葉は彼 らが言 った言葉通りではない

ということを皆さんに申し上げたい。

私 がその時 １人 の若者 が次 のよ うに話

したが，今麻薬 を常用 している若 い人

々に も同 じことを申 し上げた い。 「君

たちが今持 って いる物をすべて背負い

３， ４時間で グ ラン ド・キャニオ ンか

ら歩 いて出 ることがで きるように， こ

の麻薬常用か らも抜 け出す ことがで き

るんだ よ。君た ちの ことを気にかけて

い る人や，君た ちが正 しい道 にひき返

す ことがで きるよ うに助 けたいと思 っ

てい る人 がた くさんいるんだよ。」

若 き友 人たち， また麻薬常用 の魔手

その心痛 に捕 え られ，途方 に くれて い

る両 親に引 き返す道 があることを申 し

上 げたい。 あなたがたは引 き返す こと

ができ る。望 みはある。

私 は今 日，美 に対す る愛が天父の力

と守 りを もた らす ものであ ることを証

す る。私 たちは天父の備え られた道 に

安全を見 い出す。私 た ちが天父 のす べ

ての戒 めを守 り，麻薬 のよ うな害悪 か

ら逃 がれ，安全 への道 を真剣 に求 める

望 みを心 に抱 くよ う祈 る。

私 たちが協力 して，若者た ちが 日常

のすべて の誘惑 と戦 い，避 けるように

援助す る時，願わ くば次の聖句 を思 い

出す ように。「……人 はすべて，聞 くに

早 く，語 るにおそ く，怒 るにおそ くあ

るべ きで ある。人 の怒 りは，神の義を

全 うす る ものではないか らであ る。」

（ヤ コブ １：１９－２０）天父が私 たちに

義を教 え，義を愛す るように させたま

わん ことを，イエ ス ・キ リス トのみ名

によ り祈 り奉 る。 アーメ ン。



結婚 は永遠 に存続 すべ きもの

と して定 め られた
十二使徒評議員会補助

ジェー ム ズ ・Ａ ・ヵ リモ ア長 老

す る兄弟姉妹，私は今日，皆様
愛
方の前に立って，私の胸中にあ

る思いを話す時，皆様方が信仰と祈り

を持 ってお聞き下さるようお願 い す

る。

あらゆる教会員は今 も永世にも結ば

れる神殿結婚を目標としなければな ら

ない。なぜなら結婚は神が定めたもう

たか らである。（教義 と聖約４９：１５参

照）結婚は戒めである。結婚は神の命

令により制定された。主は言われた，

「また，われ誠に汝 らに告 ぐ，何人に

て も結婚を禁ずる者は神より聖職の按

手任命を受けたる者にあらず，そは結

婚は神の人に定めたるところなればな

り。 この故に，人各々一人の妻を有つ

ことは義 し。而 してこの二人の者一体

となるべ し。すべてこれは， この世の

造 られたる目的に適わんためなり。す

なわち， この世のいまだ創 られざる前

に人の創 られ しに従いて，人間の数の

この世に充たされんためなり。」（教義

と聖約４９：１５－１７）

主の戒めを成就することにおいても

結婚は主として家族を育むためにかわ

す神聖な関係である。

結婚によって子供をもうけ，それに

ともなってもた らされるうるわしい家

族関係は人生の目的を成就 していると

いうことになる。 もしこのことが正 し

く行なわれるならば，私たちは家庭に

おいて今 も永世にも結ばれる神殿結婚

を した母親 と父親 とを見るであろう。

父親は神権を：尊び，義によって管理す

るであろう。父親 と母親は互いに愛 し

あい，子供たちを愛す るであろう。子

供たちは互いに愛 し：尊敬 しあい，その

両親を愛 し尊敬するであろう。家族は

みんな教会の責任を活発に果たすであ

ろう。主は神殿で永遠に結び固め られ

る結婚を永遠に続 くものとして定めら

れた。 これは主の計画なのである。 ジ

ョセフ ・ス ミス大管長は次のように言

われた。 「末 日聖徒が理解 している結

婚は永遠に続 くものとして定められた

聖約である。それは永遠の昇栄の基礎

である。なぜならば，もしそれがなけ

れば，神の王国において，永遠の進歩

がないからである。」（救いの教義）

「だから，神が合わせられたものを

人は離 してはな らない。」（マルコ１０：

９）この聖句から明らかなように，主

が定めたもうた方法で行なわれた結婚

は解消されるべきではない。



結婚は永遠に存続す・べきものとして定められた

軽々 しく結婚の誓いをたてているの

を見ることは，真に悲 しむべきことで

ある。今 日，教会において離婚の数が

増加 していることを教会幹部は非常に

懸念 している。

教会員の離婚率は一般社会の離婚率

よりも相当低 く，また神殿結婚 した人

の離婚率は市民結婚 した人のそれより

低い。 しかし，驚 くほど高率なのであ

る。

離婚は一般的に，伴侶のどちらか一

方あるいは双方が福音に従った生活を

しなかった結果である。私はモーセの

時代に，最終的に離婚が認められたの

は，これと同 じ理由であったのだろう

と考える。このことに関 して，救い主

はパ リサイ人に答えて次のように言わ

れている。 「モーセはあなたがたの心

が，かたくななので，妻を出すことを

許 したのだが，初めか らそうではなか

った。」（マタイ１９－ ８）

従 って，現代の教会員は，モーセの

時代にそうであったように，福音の律

法を完全に守 らないために，決 してそ

のように意図されているわけではない

が，必要であると考えられた時に，離

婚が認められるのである。

もし結婚する男女が福音の標準 と原

則に基づいて結婚生活を築 くならば，

処理できないような問題は起 こらない

はずである。夫婦のどちらか一方ある

いは両者が福音の標準をおろそかにし

始める時に問題が生 じて来 る の で あ

る。結婚は神聖な関係である。そ して

教会のりっぱな会員であるならば，結

婚が主 として家族を育むためにかわす

神聖な関係であることを知 っているは

ずである。結婚生活において，当時者

同志はこの他の重要な希望 と計画につ

いて互いによく理解すべきである。

マッケイ大管長は結婚の誓約を結ぶ

ことの重大さに関 して，次のように言

われた。 「結婚を単なるロマンチック

４０

な気 まぐれや利己的な 目的に応え るた

めのものと し，困難や誤解 が生 じた際

には別れて しまうとい うような簡 単な

約束 ご ととみ なすの は，過酷な罰を受

け るに値す るほどの罪で あ り，特 にそ

のよ うな離婚 によって子供 たちに苦痛

を与 え る場合， それ は大 きな罪悪で あ

る」 （ブ レイ ン ・Ｒ ・ポーター著 「末

日聖徒 の家族 」 より， Ｐ．４０２－４０３）

離 婚の原 因 と考 え られ る最 も一般的

な事柄を以下 に あげ る。 おそ ら くこれ

らはそ う した問題 を未然 に防 ぐうえで

役 立つであ ろう。性格 の 不 一 致，姦

淫，金 銭問題，虐待 ，不正直 ，福音 に

従 った生 活を しない，不貞，神権 を尊

ばない，蒸発，絶 え間 な い 口 論，冷

淡，飲酒， ヒステ リーな どで ある。

性格 の不一致 は非常に ありふれた言

葉 とな って きて おり， この言 葉でい ろ

いろな問題を正 当化 して いるようであ

る。確 かに，正 当化 され る場合 もあろ

うが， では性格 の不一致 とはいったい

何 であ ろうか。 これ は利己主義を あ ら

わ してい るにほかな らないので はない

か。私 た ちはわがままな態度 をとって

いないだ ろうか。一致 が見 られない時

に， 自分を愛す るよ うに，私 たちの隣

人を愛 してい るだ ろうか。 （ルカ１０：

２７参照）私 た ちは 自分の好 ききらいを

相手 の好み にあわせ るように努力 して

いるだ ろうか。本当 に福音に従 った生

活 を して いるな らば，性 格の不一致 と

いう問題 はず っと少 な くな る で あ ろ

う。

マ ッケイ大管長 は性格 の不一致 につ

いて次 のよ うに語 った。 「互 いの愛の

輝 きに浴 してぬ くぬ くと過 ご して きた

２人に とって，彼 らの人生 における愛

の光をぼんや りさせ て しま う誤解 と不

和の雲 を見， 日毎そのよ うな生活 を続

けるのは実に悲劇で あ る。 その後 には

闇が来て；夫婦の 目にあ る愛 のき らめ

きは鈍 くな るのであ る。愛の輝 きを取

、

りもどす ために，正 しい言葉を使い，

良 い行 ないを しよう とむ な しい企てが

な され る。 だが言葉 と行 ないは誤解を

生 じさせ，怒 りに満 ちた口論 は，直 り

かけた傷 を再発 させ る。 そ して，かつ

てひ とつに結 ばれて いた心 は真 っ二つ

に引 き裂 かれ， その溝 はだんだん深 く

な ってい く。 このよ うな破綻 を迎 えた

時，人 は離婚 を求 め るのである。」（「福

音 の理想」 イ ンプル ーブメ ン ト・エラ

１９５３年， Ｐ。４６９）

私 は男性 が女性 に対 して肉体的虐待

を加え ることを知 ってシ ョックを受 け

て いる。１９５１年 １０月 に開かれた大会で

マ ッケイ大管長 は次 のよ うに酉 った。

「私は男性が女 性を虐待 してい るなど

とは想像 もで きない。また，女性 がそ

の ような扱いを受け るに等 しいふ るま

いを して いるとは考え られない。 たぶ

ん世 の中 には夫を怒 らせ る女性 もい る

だろう。 しか し，男性は暴 力 に訴 えた

り， あるいは神聖を汚す ような言 行で

感情 を爆発 させ ることは正当化 されな

いので あ る。確 かに世 の中 にはけだ も

ののよ うな男性 がいる。 しか し，神か

ら授 け られた神権 を有す る者 は， 自己

の品位 を下 げ るよ うな ことを して はな

らない。」 （「福音 の理 想」 Ｐ．４７６）

結婚生 活に破綻 をきたす一般的 な原

因は，無関心， 自分の気持 ちをすす ん

で表現 しようとしない態 度，情愛 のな

さな どで ある。最近 ，ハ ロル ド ・Ｂ ・

リー副管長は神権指 導者会で次のよ う

に言 った。 「私は兄弟た ちに申 し上 げ

たい。 あなた方 とあなた方の奥 さんの

間， また私 と私の妻の間に起 こり得 る

最 も危険 な ことは無神経 さであ る。す

なわち，女性 にとって，私 た ちが彼女

たちの関心事 に興味を いだ いて いない

と感 じた り，私 たちが いろいろな方法

で愛 や思いや りを示 して くれないと感

じた りす ることであ る。女性 は幸福 に

なるために愛 されまた同様 に男性を愛



さなければならない。」（十二使徒地区

代表セミナー，１９７０年１２月１２日，Ｐ．６）

純潔の律法を軽々 しく取 り扱 ったり

救い主が教えられた道徳を汚 したりす

ることはゆゆ しき問題である。神殿の

推薦状を持ち，神殿結婚をするに値す

ると考え られていた神権者や姉妹がひ

んぱんに姦淫や不義その他性に関する

罪を犯すとは信 じられないことのよう

に思える。

今日，大ぜいの女性が家庭を離れて

働 きに出ている。最初からそれが意図

されたわけではないが，それにより多

くの家庭が崩懐 している。

マッケイ大管長は次のような重要な

指示を男性に与えた。 「結婚の誓約を

たてこれを守 るために主の宮において

神聖な契約を結んだ人が，あいきょう

を振 りまく若い女性の美 しい顔や容姿

に気を許 してのぼせ るようになったた

めに自分の妻や家族 と別居するような

ことになるならば，彼は神との契約に

対する裏切者である。国の法律が不正

確に解釈され， これにより離婚が認め

られるかもしれないが，彼には神殿で

再婚するための推薦状を得る資格はな

いと考える。」（「福音の理想」Ｐ．４７３）

離婚の理由がたとえ何であろうとも

一般に，最 もひどく傷つけられるの は

子供 たちである。子供たちが人生に対

して備えをなすのに必要欠 くべからざ

る根本的要求があまりにもひんぱんに

奪い去 られている。

どのような子供 も３つの根本的な事

柄を持つ資格があるとマッケイ大管長

は言 った。その １つはりっぱな名前，

２番目は安心感， ３番 目は進歩の機会

である。 （末 日聖徒の家庭 Ｐ．４０６）

離婚によって以上のいずれ もが機会を

せばめられるのである。

カリモア姉妹 と私が結婚するために

神殿に行 った時，私たちはジョージ ・

Ｈ ・ブリムホール学長 （ブリガム ・ヤ

ング大学）の事務室 に呼ばれた。彼は

私たちにある指示を与えて くれた。私

たちはこの言葉をずっと心にとめてき

た。ブリムホール学長はこう語 った。

「あなた方の 「エデンの園』が砂漠 と

ならないように潤いを与える４つの泉

はゆるぎない信頼，常に助言をお しま

ないこと，不断の譲 り合い，交際中の

新鮮な気持を持 ち続 けることである」

どのような結婚生活にとっても大切

なことは，徹底 した信頼，すなわちす

べてのことを信 じることである。真の

愛から生まれた信頼を維持 しているな

らば，お互いの誠実さを 疑 っ た り，

問いただ したりすることは決 して な

い。ある人はこう言 っている。 「社会

は信頼の上に成 り立 ち，信頼はお互い

の誠実さの中にある確信の上に成 り立

つ ｏ」

互いに相談 し合い， ２人で決定をく

だすということは幸福な結婚生活にと

って大切なことである。家族全部を含

めての話合いはりっぱな家庭のきずな

を強める。

行なわれることすべてに関 して互い

に相談 し合 うことは結婚生活のちぎり

を強 くするであろう。

私は結婚生活の中で，「不断の譲歩」

よりも必要なことはないと思う。私た

ちは譲 り合 うことを通 じて相手に近 く

なる。自分自身の誤りを認め，相手に

徳を認めたうえで改善に努める時，私

たちの結婚生活はより強固なものにな

る。

ヘンリー ・ワ トソン１は 次のように

言った。 「私は戦いに和解を求め，栄

光を譲 りわたす。憎悪が生まれ，苦悩

が生まれ，愛が愛たることを制止 し，

人生が死の影を映 した谷間に下降する

時，私はすべてのことを譲 りわたす。

しかし私は，真理 と正義に関しては一

歩たりとも譲 りはしない。」

求婚時代の新鮮な気持について，マ

ッケイ大管長は次のよう に語 った。

「幸福な結婚生活の種は若い時代にま

かれる。幸福は聖壇か ら始まるのでは

ない。幸福は若い時代，求婚時代から

始まるのである。」 （「幸 福 へ の 道」

１９５７年，Ｐ．４９）

求婚時代は聖壇で終わるべきではな

い。結婚生活について関心を寄せ，い

つも親切な行動とおもいやり，また思

慮深い態度によって求婚時代の気持を

毎日持ち続 けることは何 と大切なこと

であろうか。アーチボール ド・Ｆ・ベ

ネットは，このことを家族の昇栄に関

して彼が書いた本の中で，次のように

みごとに書 き表わしている。 「結婚式

は永遠の求婚時代の始まりではなく，

求婚時代の終わりであると考えて結婚

式場にやって来 る男女があまりにも多

い。家庭生活にはいろいろな重荷がふ

りかかるが，だからこそ求婚時代の甘

い日々以上に優 しい感謝の言葉や礼儀

正 しい行ないをす るよう気を配ろうで

はないか。 「ありがとう」，「ごめんな

さい」，「どうぞお願いしま す」 な ど

の言葉を毎 日，家庭の中で言わなけれ

ばならないのは結婚式の後であり，試

練に会 う時なのである。 これ らの言葉

が祭壇に２人を導いたあの愛をたえず

心に燃やし続けるのである。男性は結

婚指輪をはめたか らと言 って冷酷にな

ったり無関心になったりしてよいとい

うわけではない。また女性 もだらしな

くなったり，おこりっぼ くなったり，

不愉快な態度を示 してよいというわけ

でもない。」 （「末 日聖徒の家庭」Ｐ．

２３６）

結婚の誓約が神聖に保たれ，私たち

がその永遠の祝福を享受できるように

イエス ・キ リス トのみ名により申し上

げる。アーメン。
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東京ステーキ部ステーキ部長

田 中 健 治

愛する兄弟姉妹の皆さん， この末 日の日にまた新 しき

一年を迎えるにあた り，心からお喜び申し上げます。過

ぐる １年間この幼児期のステーキ部にあたって，神様の

御業に励んでこられた全ての兄弟姉妹の努力に心か ら感

謝 申し上げます。’

新 しい年と共に東京ステーキ部 も飛躍の年 となるべ く

一層の努力を しなければなりません。 しかし，大きな信

仰が実ろうとする時は必ず，サタンの働きかけも大きく

強 くな り，私たちの前に立 ちはだかります。それに打ち

勝つためにはサタン以上の力を信仰で示 し，御意に従っ

て歩む心意気が必要です。

今，私たちの周囲を見まわす時，明らかにサタンの仕

業である事柄が何と多いことで しょうか。多くの不道徳

的な問題 （特に性に関する事柄）は麻酔をかけられ，誰

弁をもって論 じられ正当化されています。私たちは 「召

さるる者」としてそれ らのサタンの策略に打ち勝つ精神

を持ちつづけなければ 「選ばるる者」にはなれないので

す。なぜならば 「人々の心甚 しくこの世に属けるものの

上にある」か らです。正 しき事柄 と悪 しき事柄が時代の

流れ にそって変化す ることはあ りません。 創世 の以前 か

ら正義 は正義，不義は不義であ ります。私 た ちは次 の戒

めを よ く心 にとめ る必要があ ります。 「神権 の権能 は天

の能力 と固 く結びつ きて離 るべか らざ るものに しで 天

の能力 は正義 の原則に よりてのみ支配 し運 用 し得 るもの

な り」 （教義 と聖約１２１：３６）

ネｌｌ沼 きてお られ福音は神 の生 き方 その もので あ り，

永遠 の幸福を得 るためには この福 音の道 に従わなければ

な りません。

誠 に 「現世 は，人間が神に逢 う用意 を しな くてはな ら

ぬ時期」 （アル マ書３４：３２）なのであ ります。

ステーキ部長会 は，永遠の生命を得 よ うと望 む全 ての

人々 の心を：尊重 し， １人た りともお ろそかに した くあ り

ませ ん。私 たちは心か ら望みます。常 に何処 にあって も

「永遠 の命 とは，唯一の， まことの神 でいますあなた と

またあなたが つか わされたイエス ・キ リス トとを知 る こ

とで あ ります」（ヨハ ネ１７：３） と云えますよ うに。

どうか今年 も兄弟姉妹全てが神 と共 に歩 み，発展 の年

とな ります よ うに心か らお祈 り致 します。

４６



日本中央伝道部

愛 す る兄弟姉妹

新年お めで とうこぎいます

昨年 は私 たちが深 く感謝 す る年で ありま した。 なぜ な ら主が多 くの面で祝福な さったか

らです。福音 はす べて の原則 と教 えに従 って生活 しようとす る時， つねに，私 たちをすば

らしい祝福 で満 して くれます。

今，迎 えた年を眺めてみます と，過去 にはなか った大 きな業が あ ります。 この年を生涯

で最 も豊 かで重 大な年 にせ ねばな りませ ん。 しか しそ うす るため に，何 がで き，何 を しな

けれ ばな らな いで しょうか。 この質 問に対 して，救 い主 は答 を与 えて い らっ しゃいます。

マタイ伝 ６ ：３１，３３， ７ ：２１で主 は仰 っしゃっています。

「だか ら，何 を食べ ようか，何を飲 もうか，あ るいは何 を着 よ うか と言 つて思 いわず ら

うな。 まず神 の国と神 の義 とを求めな さい。 そ うすれば， これ らの ものは，すべ て添 えて

与 え られ るで あろ う。 わた しにむか って 『主 よ，主 よ』 と言 う者が，みな天 国にはい るの

ではな く， ただ，天 にいます わが父 の御 旨を行な う者だ けがはい るのであ る。」

た しかに，私 たちは毎 日学 び主 の言葉 を求 めね ばな りませ ん。そ して，私 た ちの力で働 き主の御 旨を果 さねばな りませ ん。

これは，あ らゆ る誠 命に沿 って生活 す ることであ ります。 これ が真実で あると知 って います。

この年に，皆様 の上に主の祝 福があ るよ うお祈 りします。主 が生 きたまい， ここは今 日地．ヒでの主の教 会であ ることの証 し

を皆様 に述べ ます。イ エス ・キ リス トの御 名に よって。

伝道部長 清水 ま さる

伝道部長会，組織 され る

１９７１年 ９月２０日，タナー副管長の特別大会の時

に，清水伝道部長を補佐する２人の副伝道部長，

第一副伝道部長，鈴木正三，第二副伝道部長，牧

瀬十二郎兄弟が支持されま した。

写真説明

左， 鈴木第一副伝道部長

中央，清水伝道部長

右， 牧瀬第二副伝道部長

１６０

１５０

１４０

１３０

１２０

１１０

１００

９０

８０

７０

６０
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：数 １

月別改宗者グラフ

．器 静 、：１量、漏 戒 ）・１蔓｝．幽）（・昌）・１島Ｈｌ孟）〔１翻
１３１３名（合 計 １

あ れ か ら 一 年

博 が終 って １年 目の万

８月，中央伝 道部 に

１５２名の 兄弟姉妹が誕生 し

ま した。 １９７０年 ９月か ら

７１年 の ８月迄 の １年間 に，

１３１３名の改宗者 があ り，前

年 の ６３３名に比 べ，２００パーセン ト強 と， 急速 な発展を しま した。

これか らの １年間，伝道 とフェローシップに全 力を上 げて，神様 の

為 に働 きま しょう。特に新 しく入 って来 る兄 弟姉妹 には，暖 い愛 あ

るフ ェローシ ップの手 をさ しのべ て下 さい。

４７



「さて私 モ ロナイは少 々言 いたい こ

とがあ る。私 は，信仰 とはまだ見 ない

物事を望 む ことであ ると世 の人 々に教

えたい。 それであ るか ら， あなたたち

は 自分がまだ見 ていないか らと言 って

疑 ってはな らない。信仰 の度 を試 して

か らでない と目で見 るよ うな証 明が得

られないか らであ る。」（イ テル１２：６）

主 は熱 心に求 め る者 に神 が生 きて ま

しま し， ・イエスがキ リス トであ り，福

音が真理 であ ることを証 した もう。

昨年 の春，私 は沖縄 を訪 れ， そ こで

真理 の証 を得 て喜 びが体全体 に表れ て

い る夫婦子供 に会 った。以下 が彼 らの

真の証を得 たい きさつであ る。

「以前 のことですが
，私 はあ る友人

か らモル モン経を プレゼ ン トされま し

た。私 は早速 その本を読み始め，その

うちにその本 に書かれてい ることが真

実で ある と信 じる ことがで きるように

な り，間 もな くレッス ンを受 け始めま

した。 そ して レッス ンを受 けると私 は

バプテスマを受 けたい と思 いま した。

しか し問題が あ りま した。私は どう し

て もタバ コをやめる ことがで きなか っ

たのです。 そ こで私 はモル モル経を プ
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真の証を

得るには

日本西部伝道部

伝道部長 渡 辺 罐

レゼ ン トして くれた友人 の奥 さんに，

どうした らよいか尋 ねま した。す る と

彼女 は，次 の ような話 を して くれ ま し

た。

『私 のあ る友人 は コー ヒーが好 きで

どうして もやめ ることがで きませんで

した。 しか しバプテスマを受 け教会 の

会員 にな るためには， ど うして もコー

ヒーをやめ ることが必要で した。 そ こ

でその友人 は断食 し，心か ら祈 りま し

た。翌朝起 きて台所 に立 ってみ ると，

その友人 は コー ヒーのにおいを嗅 ぐだ

けで さえ気 分が悪 くな るほどで した。

神はその友人 の祈 りに答 え，友人 を助

けて くだ さり，バプテスマを受 ける こ

とがで きたのです。 あなた も神 の力 を

願 って，本 当の祈 りを して ごらんな さ

い。」

私 はこの話を聞いて祈 ることに しま

した。友 人の言 った通 りに心か ら本 当

の祈 りを捧げ ま した。

「されば汝 らはわが名に よりてたえ

ず，御父 に祈 らざるべか らず。而 して

汝 らが必ず受 くと信 じて，わが名に よ

りて御父 に乞 い求む るもの は，その正

当なる ものなる限 り，すべて汝 らに与

え らる。」 （皿ニーフ㌢イ１８：１９－２０）

私 はそれか ら２週間余 り， シ ョウコ

ウ熱 にかか って苦 しみ ま した。 これは

沖縄で も非常 にめず らしい病 気です。

この病気が なおった時，私 は タバ コを

断 ち切れ ない思 いがす っか り な く な

り，す ぐにで もバ プテスマを受 けたい

と思 いま した。

しか し， もう一つの問題があ りま し

だ，それ は私 の主人 のことで した。主

人 もモル モ ン経を読み，それが真実で

ある ことをわか りか けて いた ようで し

たが，主人 には億 万長者 にな るとい う

夢 があ り， 当時 も仕事を ３つ持 ってお

りま した。 その主人 にとって，教会 に

入 れば什分 の一 を払わ なければな らな

い とい うこと， これはまさ しく考え る

の も嫌 な ことだったに違 い あ り ま せ

ん。 そ こで友人 は主人 に も祈 るように

と勧 めま した。 けれど も主人は，私 が

祈 ったのち病気 のために非常 に苦 しん

だ ことを知 っているので， 「とんで も

ない。私 は妻 のような目に会 いた くあ

りませ ん。 とて も祈 る ことはで きませ

ん。」 と答 えま した 。

しか し主人 はやがて祈 らないでは お

さま らないような気持 ちにな り，祈 り

ま した。 すると本 当に信 じられ ない こ

とですが，主人 は肺炎 にかか って しま

いま した。 そ して， あれほど この世 の

富 か らぬけ きれないで いた主人が肺炎

で入 院 している間 にモルモン経 を今一

度真剣 に読 み返 しま した。 そ して証 を

得 霊 につけ るものを第一 に置 くこと

に決 心 しま した。主人 の病気が よ くな

ると，私 た ち夫婦 はバプテスマを受 け

ま した。そ して会 員 として当然 の義務

で ある什分の一を納 め，主 の戒 めに忠

実 に従い始めて程 な く，主人 は仕事上

で も成功を得 ま した。什分 の一 を支払

うことに よる祝福 を今私 たちは受 けて

い ます 。」

私 た ちの証は試 み られた後 に もた ら

され る。真の証は信仰を試 された後 で

ないと得 られな い。



日 本 伝 道 部

新 年 明 け ま し て

お め で と う ご ざ い ま す
一年 の計 は元旦 にあ り……

今年 も多 くの計画が立て られ るで しょう。

各々が神様のすべての誠めに従う決意を固くするならば，

私達自身の生活，そ して愛する者たちの生活は如何に祝福さ

れることで しょう。さあ，今あなたは自分の望む新 らしい年

を作ることができるのです。私達の努力次第で楽 しい一年に

もなれば不愉快な年にもなるのです。喜びと幸福をもたらす

幸せ な家族生活を送 ることもで きる し， あ るいは不幸 と悲 し

み に満 ちた生 活にす ることもで きるのです。 日々の仕事 に良

く励む こともで きれば，怠 ることもできます。教会 の責任 を

一生 けん命果す こともで きれば
， いいか げんに もで きるので

す。良い隣人 にで も悪 い隣人に もな り得 るのです。法律 に従

うこともで きれば，反抗 す ることもできます。 あなたの望む

どの道で も自分で選 ぶ ことがで きるのです。 あなたの望む道

が 正確 にや って くるで しょう。

私達 すべてが福音 にそって毎週家族 の夕べを

開き，毎 朝晩家族 の祈 ．りを して，天父な る神様

が毎 日私達 に与 えて下 さるすべての祝福 に感謝

しよ うで はあ りませ んか。 日々福音 にそ って生

活 し，他 の人 に して ほ しいと思 うことを他の人

々に もしてあげようで はあ りませんか。他 の言

葉で忌 えば，私達 に教 えられてい るように福音

にそって生活 しようではあ りませんか。

私達が私達の望みの種をま く時に，その収穫

が何であるかを知り決定するのです。さあ，来

たる新年と永遠への道のために幸福の種を植え

ることを決心 しようではありませんか。

アポ伝道部長

日本東伝道部

モル モ ン と北 海 道 開拓

，「一大隈文書紹介ニー
潟 沼 誠 二

北海道の開拓移民にモルモン教徒を使おうとした な ど と言 った

ら，びっくりされる方が多いと思う。またつくり話だなどと思われ

る方 もおられると思 う。

ところが，早稲田大学所蔵大隈文書 （現在，複写 したものが道央

編纂所にある）に，

１８７５年 ７月１８日

閣下ノ従順ナル臣僕

チャー レス ・ウ ・レゼンドル

大日本皇帝陛下ノ大蔵卿 ・大隈重信閣下

として，時の大蔵大臣大隈重信公に北海道の開拓移民にモルモン

教徒を用いることを進言している事実があるのである。

１８７５年 といえば，明治 ８年であるが，日本が長い鎖国の門戸を開い

て，近代国家としての一歩を踏み出そうとしていた時に，北海道開拓

をモルモンの手にまかせようとする考えがあって，しかもそれが明

治政府の中枢を占める大隈重信公に提言されたということは，きわ

めて興味深い。以下，その進言の内容を少し紹介してみたいと思 う。

李仙得 こと，レゼンドル氏については，まだ不明の点が多いが，

おそらく，当時明治政府がかかげた富国強兵の国策のために雇った

外人の一人であろう。彼は，最適の植民候補がいるとして，モルモ

ン教徒をあげているのである。

是二於テカ夫ノ蝦夷地植民ノ疑団ハ到底之ヲ釈解ス可カラサル

ー大障凝二出会 ヒタルカ如シ然ルニ此ニー箇 ノ幸 ト謂 フ可キハ欧

州 ヨリ合衆国二来住セシ人民中ニテウター部二住スル者ハ独 リ他

ノ人民 ト其景況ヲ異ニシ蝦夷地植民 ノ主眼 ヲ達スルニ之 ヲ用 ヒ得

可シ

ウターとは勿論 （ｕｔａｈ）のことであるが，なぜモルモン教徒

を用いるかといえば〈合衆国ノ領地内二於テ其社会ノ制度 ヲ保持ス

ルニ付 キ頻 リニ抵抗 ヲ受ケ之レカ為二常二危難二羅 リテ其心 ヲ安ス

ル能ハザ〉る状態にあるということと，＜ウター ノ人民 ヲ悪ム ト

錐モ日本二於テハ其疾悪 ノ原因二感 ヲ同ウスルノ要ナク且ツウター

ノ人民蝦夷地来住 ヲ願 フ時若 シ之 ヲ許サバ自国ノ為メ害ヲ生ス可キ

旨ヲ虞慮スルノ要ナク 加エウターノ人民ハ植民ノ業 ヲ為サシムル

ニ付テハ自余ノ人民二勝 レ〉ているという点をあげている
。

そして，このウターの人民について，きわめて詳細に以下説明し

ている。 即ち

其人民ハ万以上二及ヘル社中ヲ為 シ其信奉スル法教ノ名 「モル

モニスム」二依 リ世人之ヲ称 シテ 「モルモン人」 卜言ヘル

とし，わが教会の歴史を述べるのであるが，きわめて精密で正確

であることに，今読んでみても驚かざるをえない。

「さざなみ」より抜粋
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